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平成２４年第２回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２４年６月１９日（火曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員（１４名） 

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  小 関 勝 教 君 

   １番  倉 本   賢 君 

   ２番  長谷川 吉 春 君 

   ３番  谷 村 知 重 君 

   ４番  丸 山 文 靖 君 

   ５番  本 郷 幸 治 君 

   ６番  森 川   明 君 

   ７番  吉 岡 文 子 君 

   ８番  桜 井 龍 雄 君 

   ９番  金 子 義 彦 君 

   10番  高 田 正 則 君 

   11番  五十嵐   聡 君 

   13番  土 井 敏 興 君 

   

◎出席説明員 

市     長  髙 橋 幹 夫 君 

副  市  長  藤 井 英 昭 君 

 総 務 部 長  市 川 厚 記 君 

 市 民 部 長  山 崎 一 広 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  奧 山 隆 司 君 

 農 政 部 長  須 田 正 毅 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 治 君 

 消  防  長  後 藤 樹 人 君 

 総務部総務課長  佐 藤   崇 君 

 総 務 部 総 務 課 主 査  平 野 太 一 君 

 

 教 育 委 員 会 委 員 長  工 藤 勝 善 君 

 教育委員会教育長  安 田 昌 彰 君 

 教育委員会教育部長  伊 藤 敦 史 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 選挙管理委員会事務局長  佐 藤   崇 君 

 

 農業委員会会長  西 川 芳 勝 君 

 農業委員会事務局長  吉 田 寿 幸 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  鎌 田   覚 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  中 平 匡 司 君 

 次     長  三 上   忠 君 

  

午前１０時００分 開議 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

   

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

   12 番 小関勝教議員 

   13 番 土井敏興議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に、日程の第２、一

般質問に入ります。 
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 発言通告により、順次発言を許します。 

 ９番、金子義彦議員。 

●９番金子義彦議員（登壇） おはようござ

います。平成 24 年第２回定例会にあたり、大

綱３点について市長にお尋ねいたします。 

 大綱の１点目は、農業行政についてであり

ます。２点について伺います。 

 その１つとして、担い手対策について伺い

ます。近年農家戸数や、農業労働力の減少、

農村の高齢化及び後継者不在の農家の増加が

急速に進行しており、地域社会の維持を図っ

ていく上で、すぐれた担い手の育成、確保が

緊急な課題となっています。このことは、基

幹産業が農業である本市の将来に大きな影響

があると思われます。そこで、平成 23 年３月

作成されたびばい未来交響プラン第６期美唄

市総合計画の都市像である「食・農・アート

が響き合う緑のまち美唄、市民のハーモニー

でつくる美しき唄のまちを目指して」の実現

に向けて、本市農業、農村が将来にわたり持

続的に発展する基幹産業のため策定された美

唄市農業ビジョンの取り組みの中の地域農業

を支える多様な担い手づくりとして、１つに

農業後継者の育成、２つに新規就農者の育成

確保を、３つ目に女性農業者の育成、４つ目

に認定農業者の育成、５つ目に農業生産法人

の育成、６つ目にコントラクター組織の育成、

７つ目に高齢者の農業支援、７つの取り組み

が明記されております。それぞれの取り組み

状況について伺います。 

 その２つとして、各作物作付状況及び生育

状況についてであります。今冬の豪雪により、

作物の生育や農作業に大きく影響を及ぼし、

平成 24 年産秋まき小麦の廃耕や、農作業の遅

れなどにより、当初の計画より変更を余儀な

くされた状況にあると思われますが、先般６

月 11 日、市長が作況視察を行った旨の報道が

なされました。小麦の廃耕状況と各作物作付

状況及び生育状況についてお伺いをいたしま

す。 

 大綱の２点目は、移住・定住促進について

であります。美唄市の人口減少及び少子化・

高齢化など、大きな問題と捉えているところ

ですが、将来を担う世代への積極的な支援助

成事業を本年度より実施され、大きな期待を

寄せているところでありますが、本市の移

住・定住に向けた取り組みで、移住者や短期

滞在者の受け入れ状況及び新たな事業である

移住・定住促進助成制度の問い合わせ等を含

めた実績と今後の見通しについて伺います。 

 大綱の３点目は、道路行政についてであり

ます。市民生活にとって大変身近でなくては

ならない道路、また、緊急搬送や避難時での

利用など、なくてはならない非常に重要な役

割の道路でありますが、本市の市道整備状況

につきましては、残念ながら近隣市町村に比

べ舗装率は低い状態にあり、農村地域での段

差のあるところでは、農繁期の穀物等の運搬

に支障を来す状況にあると聞いているところ

であり、市民からの補修や改修整備等の要望

が数多く寄せられている状況にあると伺って

います。市道の維持管理状況と合わせて、今

冬の豪雪による道路施設の被害について伺い

ます。以上、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 金子議員の質問

にお答えいたします。 

 初めに、農業行政について、担い手対策に
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ついてでありますが、昨年 11 月に策定した美

唄市農業ビジョンに基づき、これまで実施し

てきました地域農業を支える多様な担い手づ

くりの取り組みとしましては、農業後継者の

育成では、農業振興基金を活用して、農業後

継者の国内・海外の先進的な農業経営事例な

どの調査研修や、無人ヘリコプターの操作資

格習得などを支援したほか、美唄市農業技術

員連絡協議会において栽培や防除の技術の指

導を行っております。新規就農者の育成・確

保では北海道農業担い手育成センターや農協

と連携して、新規就農希望者への美唄市での

研修に関する情報の提供や相談活動を実施し

ているほか、人・農地プランに関連して、青

年就農給付金制度の個別相談を実施しており

ます。女性農業者の育成では、美唄市農商工

連携推進助成事業により、農村女性グループ

の農作物を活用した新製品の開発及び販路の

開拓の取り組みを支援しているほか、女性グ

ループの自主的な研修に対する相談指導など

も行っております。認定農業者の育成では、

各農協の地域農業再生協議会とともに認定農

業者または認定を受けようとする農業者を対

象に、経営診断を実施しているほか、先進的

技術の導入を含む生産方式や経営改善方策の

提示等、農業者の経営改善への取り組みなど

の支援を行っております。農業生産法人の育

成では、地域農業再生協議会と連携した育成

のための方策などについて検討を進めており

ます。コントラクター組織、いわゆる農作業

受託組織の育成については、新たに組織を立

ち上げようとする際に必要となる作業機械の

導入や、技術の取得を支援しております。高

齢者の農業支援では、高齢農業者の豊富な知

識や経験、技術等を活かせる仕組みづくりに

ついて農協などと検討を進めております。 

 いずれにしましても、本市農業が将来にわ

たり、持続的に発展していくためには、農業

ビジョンに掲げた、農業生産や地域活動を担

う多様な人づくりは重要な課題であることか

ら、今後とも関係機関・団体等と連携した取

り組みを推進してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、作物の作付及び生育状況等について

でありますが、秋まき小麦の廃耕状況につい

て、５月末時点の状況で申し上げますと、廃

耕見込み面積は 411 ヘクタールで小麦から他

作物への転作した面積は、大豆へ 245 ヘクタ

ール、緑肥へ 106 ヘクタール、春まき小麦へ

31 ヘクタール、水稲へ 16 ヘクタールなどと

なっております。 

 次に、各作物の生育状況等についてであり

ますが、水稲は作付面積が 4,379 ヘクタール

で、移植栽培では、田植作業が平年よりも３

日から５日程度遅れたものの、生育は６月１

日現在、２日遅れと回復しつつあります。ま

た直播栽培では、整地作業やは種作業が平年

よりも遅れたものの、その後、好天で推移し

ており、生育は、おおむね良好であります。

秋まき小麦は、作付面積が 1,498 ヘクタール

で、雪解け後の生育は、一時、平年よりも 15

日遅れておりましたが、６月１日現在、３日

遅れと回復しつつあります。春まき小麦は、

作付面積が 341ヘクタールで、初冬まきでは、

は種作業が平年よりも早かったことから、生

育はおおむね良好でございます。大豆は、作

付面積が 1,343 ヘクタールで、品種によって

は、は種作業が平年よりも遅れたところもあ
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りましたが、その後は、好天に恵まれ、生育

はおおむね良好であります。なお、雨が少な

いため発芽が遅れているほ場が一部あります。

玉ねぎは、作付面積が 49ヘクタールで、は種

作業は、ほぼ平年並みに始まり、生育はおお

むね良好であります。グリーンアスパラは、

作付面積が 55ヘクタールで、ハウス栽培の収

穫作業は、平年よりも 10日以上遅れて始まり、

現在、夏の収穫に向けて株の養分を蓄えてお

ります。また、露地栽培の収穫作業は、平年

よりも５日程度遅れて始まり、現在も収穫作

業が続いておりますが、雨が少ないため細い

規格のものが多い状況です。今年は大雪によ

る農作業の遅れや農産物の生育への影響を大

変心配しておりましたが、アスパラなどに影

響が生じたものの、おおむね生育は回復の兆

しにあるため、少し安心したところであり、

今後も天候に恵まれ、このまま順調に回復し

推移していくことを願っているところであり

ます。 

 次に、移住・定住促進について、移住・定

住促進事業の実績と今後の見通しについてで

ありますが、平成 19 年８月に、民間の皆さん

と一緒に美唄市移住・定住推進協議会を設立

して、移住・定住の取り組みを具体的に進め

てまいりました。取り組みの内容といたしま

しては、市のホームページや美唄ファンポー

タルサイトピパで市内のアパートを活用した

短期滞在の受け入れに関する情報や、不動産

情報を発信しているほか、移住・定住に関す

る相談や受け入れを行っているところであり

ます。美唄市移住・定住推進協議会による移

住者の実績は、平成 21 年度は京都からのＵタ

ーン者が１名、平成 22 年度は札幌より１名の

合計２名となっており、短期滞在された方の

実績は、平成 23 年度では９組 20 名の方が延

べ 424 日間滞在されている状況であります。

本年度におきましては、10組の方からの問い

合わせがあり、３組６名の方が７月から８月

にかけて、短期滞在される予定であります。 

 次に、本年度から新たに創設した住宅の新

築や中古住宅の購入に対する助成制度につい

ては、電話等での問い合わせが 12件で、その

うち３件が申請に向けて準備をしているとこ

ろであります。また、窓口対応や資料発送等

の受入対応業務の充実を図るため、道の緊急

雇用創出推進事業補助金を活用し、臨時職員

を雇用してきめ細かなサービスに努め、移

住・定住に結びつける取り組みを進めてると

ころであります。 

 次に、道路行政について、市道の維持管理

についてでありますが、融雪後の凍上した道

路には土のうを設置し、段差解消に努めてい

るほか、舗装道路の穴埋めなども適時行って

いるところであります。また、砂利道におい

ては、グレーダーによる路面整正や、砂利敷

き、塩化カルシウムによる防じん処理、市直

営並びに道路愛護組合による道路路肩部の草

刈りや清掃などを行っているところでありま

す。今後も、市道については、順次、市によ

る道路パトロールを行い、道路の状況を把握

して、地域住民の意向も踏まえ、市道の維持

管理に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、昨年度の豪雪による道路施設の被害

についてでありますが、被害については、あ

りませんでしたが、通常３月上旬から中旬に

かけて行っておりました農村部の道路の雪割

り作業が昨年度の豪雪により、積雪量が多く、
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作業に相当時間を要したことから、３月下旬

までずれ込んだところであります。以上でご

ざいます。 

●議長内馬場克康君 ９番、金子義彦議員。 

●９番金子義彦議員 自席より再質問させて

いただきます。それぞれ、ご答弁をいただき、

大変ありがとうございました。この席より２

点ほど再質問させていただきます。 

 その１つは、移住・定住促進ついてであり

ますが、新規の事業は本年度４月からの実施

ということで、まだ確実な実績になっていな

いということでありますけれども、３件の申

請の予定があるということで安堵していると

ころでございますけれども、更なる努力をし

ていただき、移住・定住に結び付けていただ

きたいと思います。このような対策も、人口

減少に対する一助だと考えております。こう

いった人口減少に備えるべき市長のお考え及

び具体的な施策について伺います。 

 ２つ目に、市道の維持管理についてであり

ますけれども、いまほどのお話ですと、土の

うによる補修、穴埋めなど、一時的な補修に

とどまっている状況かと思います。このまま

ですとやはり限界があるのではないかという

ふうに考えるところであります。危険と思わ

れる箇所や同じ場所でも何度も補修しなけれ

ばならない箇所など、根本的な解消をしてい

くべきと考えますが、今後の維持管理につい

て、また、本年度の整備状況について伺いま

す。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 金子議員の質問にお答え

いたします。 

 初めに、人口減少対策についてであります

が、本市の人口は、死亡者数が出生者数を上

回り、転出者数が転入者数を大きく超えるな

ど、自然減に加えて社会減も止まらず、減少

が加速している状況にあります。そのため、

経済の振興と雇用の創出、子どもを産み育て

る環境づくり、移住・定住施策等、総合的な

人口減少対策の推進が、必要と考えておりま

す。具体的な取り組みの主なものといたしま

しては、経済振興と雇用対策としては、農商

工連携事業の促進や企業立地活動の推進、子

育て支援対策としては、地域における子育て

力を育むため、地域子育て拠点支援事業を実

施しているほか、移住・交流施策では、美唄

の食・農・環境などの地域資源、まちの魅力

を積極的に発信し、移住・交流人口の増加に

つなげてまいりたいと考えております。この

ような取り組みのほか、さまざまな事業を総

合的に推進して、安全・安心なまちづくりの

実現に向けて取り組んでまいります。 

 次に、今後の道路の維持管理についてであ

りますが、今後も、市による道路パトロール

や市民からの情報などをいただき、路面状況

などを調査し、車両等の通行に支障のないよ

う、維持管理に努めてまいりたいと考えてお

ります。道路整備につきましては、現在、道

路整備計画に基づき、順次整備を進めている

ところでありますが、今後も厳しい財政状況

にあることから、いろいろな制度を活用しな

がら、十分検討してまいりたいと考えており

ます。 

 また、今年度の主な整備状況についてであ

りますが、３地区の延長 440 メートルを、舗

装整備が市道拓北・峰樺西７号線のほか７地

区の 1,440 メートルを、側溝整備が峰延地区
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ほか 14 地区の 960 メートルを予定しており、

今後も、安全で安心できる生活環境の実現に

向けた、道路の維持管理と整備に努めてまい

りたいと考えております。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に、移ります。 

 10 番、高田正則議員。 

●10 番高田正則議員(登壇) 平成 24 年第２

回定例会にあたり、大綱４点につきまして、

市長及び教育長に質問いたします。 

 大綱１点目は、地域振興について市長にお

伺いいたします。その１つ目は、中心市街地

活性化についてであります。長引く景気の低

迷や大型店舗の進出等により中心市街地は空

き店舗や空き地が増え、空洞化が課題となっ

ております。市はこれまで商業統計や消費動

向調査など、調査を実施してきておりますが、

これらの調査結果を踏まえ、本市の商業をど

のようにとらえ、課題解決に向け、どのよう

な対策を考えていらっしゃるのか、お伺いを

いたします。 

 その２つ目は、農商工連携についてであり

ます。農商工連携につきましては、平成 20 年

７月 21 日施行の中小企業者と農林漁業者と

の連携による事業活動の促進に関する法律、

いわゆる農商工等連携促進法に基づく事業補

助をはじめ、北海道においても平成 21年度か

ら北海道農商工連携ファンド事業による支援

を行っており、本市におきましても平成 23 年

度から、地元農産品などを活用した新しい商

品化への取り組みを支援する農商工連携推進

助成事業を設けるなど、農商工連携事業の促

進に伴う環境整備に努められていると承知し

ているところでありますが、本市におけるこ

れまでの事業申請件数と、認定件数及び認定

事業の内容はどのようになってるのか、お伺

いをいたします。また、地元農産品の高付加

価値化を図るさまざまな取り組みが展開され

ることは、本市の基幹産業である農業をはじ

め商工業の振興をはかっていくうえでも、重

要であると考えているところでありますが、

そのためには、市が率先して関係機関や関係

者等を結びつける取り組みを行う必要がある

のではないかと思われますが、この点につい

てどのようにお考えかお伺いいたします。 

 その３つ目は、地域経済円卓会議について

であります。平成 24 年第１回定例会において

同僚議員から市長公約にございます地域経済

円卓会議に関する質問がありましたが、今ま

で開催されておりません。商工業振興のため、

市内の経済や雇用状況等、民間の動きを的確

に把握し、まちづくりに反映するための地域

経済円卓会議は、いつどのような構成員で開

催され、どのような会議であるのかお伺いを

いたします。 

 その４つ目は、企業誘致についてでありま

す。本市では、長年にわたり企業誘致活動に

取り組んできておりますが、昨年の東日本大

震災以後、企業立地の動向が変化してきてい

るように思いますが、現在どのような状況と

なっているのか、お伺いいたします。また、

市としてこれまでにどのような活動をし、今

後、どのような企業誘致活動を考えていらっ

しゃるのか、お伺いをいたします。 

 その５つ目は、吹田市におけるＰＲ事業に

ついてであります。本年５月 25 日から 27 日

に開催されました、大阪府吹田市北千里駅前

での物産展が、先日新聞等で報道されました

が、この物産展の目的、内容及び成果につい
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てお伺いをいたします。 

 その６つ目は、電力需給についてでありま

す。政府は５月 18 日に行われた「エネルギー

環境会議」「電力需給に関する検討会合」の合

同会合におきまして、「今夏の電力需給対策に

ついて」を取りまとめ、その中で北海道電力

管内においては、今夏、電力需給のバランス

を図るため、期間日時を定め、平成 22 年度比

７％以上の節電を要請しているところであり

ますが、このことが本市の事業所等にどのよ

うな影響があるのか、お伺いをいたします。 

 大綱２点目は、福祉行政について市長にお

伺いいたします。 

 その１つ目は、子育て支援事業についてで

あります。市長公約でありました東地区子育

て支援事業がこの４月から本格的にスタート

いたしました。近年、近所づき合い、地域に

おける交流が希薄化する中で、子どもを育て

る親同士、子ども同士あるいは地域の方々と

の交流の場として、子育て支援に大いに活用

されることを望んでいるところでありますが、

子育て支援センター及び昨年開設した２カ所

の地域子育て支援拠点施設の現在の利用状況

についてお伺いをいたします。 

 その２つ目は、保育所等の入所状況につい

てであります。保育所の関係につきましては、

昨日、同僚議員の質問がございましたが、で

きるだけ重複を避けながら質問をさせていた

だきます。厚生労働省の統計によりますと、

全国の現状の待機児童は、2011 年 10 月１日

現在で 48,356人であり、前年同月より 2,298

人、約５パーセント増加しているということ

であります。この統計では、「ほかに入所可能

な保育所があるにもかかわらず、第１希望の

保育所に入所するために待機している児童や

地方単独保育事業を利用しながら待機してい

る児童は待機児童から除かれており、従って、

潜在的な待機児童は公表されている統計より

も多いことが推測される」ということであり

ます。本市におきましても、人口減少、少子

化などから子供の数は減ってきている一方で、

共働き等から保育所の入所希望は多いと思い

ますし、また、希望する保育所に入所できな

いというお話もお聞きするところであります。

そこで本市における認可保育所の入所状況に

つきまして、待機児童、特に３歳未満児の状

況についてお伺いをいたします。 

 その３つ目は、保育所等の施設についてで

あります。市内の保育施設は、建築後かなり

の年数が経過しているものもあるようであり

ますが、老朽化や施設の耐震診断などの状況

についてお伺いをいたします。 

 大綱３点目は、農業行政について市長にお

伺いいたします。本市農産物の総合的評価に

ついてお伺いをいたします。昨年からの記録

的な大雪により、さまざまな形で市民生活に

影響を及ぼしたところでありますが、農業に

おきましても多くの農業用ハウスが倒壊し、

本年の営農での影響を大変心配していたとこ

ろであります。こうした事態を受け止め、市

議会としても第１回定例会におきまして、記

録的な豪雪による被害対策を求める意見書を

採択し、各方面へ要請を行ったところであり

ます。また、市や農業団体におきましても、

早くから一丸となって要請活動を行われたと

お聞きしており、３月早々には高橋知事や道

の幹部職員も本市の被害状況を視察し、道と

しての支援策の検討を表明されたほか、市議
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会第１回定例会においては市長からも必要な

対応を行う、との答弁がなされ、生産者にと

っては、厳しい状況ながらも、光明が差した

と感じたところでございます。また、４月に

は市としての被災農家に対する支援策もいち

早く予算措置したほか、国の被害対策や道の

ハウス支援策が発表されるなど、農業経営の

安定と継続に向けた被災農家を支援する対策

が前進したものと考えているところでござい

ます。一方、雪解けの遅れによる農作業や農

作物への影響を心配しておりましたが、予想

以上に融雪も早まったことから、田植えなど

の農作業も大幅に回復したとお聞きしており、

先週初めの作況視察における新聞報道でも、

心配していたよりも良かったとの市長コメン

トがあり、私としても安堵したところでござ

います。さて、本市の経済にも大きな影響を

与える基幹産業の農業についてでありますが、

さまざまな施策を講ずる際には、それぞれの

農産物についてその特徴などを整理し、総合

的な評価を行う必要があると考えます。そこ

で、まず本市の主要農産物の作付面積収穫量

及び道内での順位と、また、主産地としてど

のように取り組みを展開されているのか、お

伺いをいたします。 

 大綱４点目は、教育行政について教育長に

お伺いをいたします。 

 その１つ目は、小中学校等の安全対策につ

いてであります。本年５月 31 日に帯広市で通

行人を負傷させた男が、学校等を訪れ、襲撃

を考えていたことが報道されました。また、

これに先立つ４月 23 日京都府亀岡市では、小

学校に登校中の児童と引率の保護者が交通事

故に巻き込まれ、計 10 人がはねられ３人が死

亡、７人が重軽傷をという事故が発生してお

ります。近年こうした事件、事故は多く発生

し、子供たちの安全がおびやかされている状

況にあるかと思います。そこで本市の通学路

の安全確保も含めた学校の危機管理体制の現

状と、安全を確保するための対策として、「さ

すまた」の導入状況及びスクールガードの活

用についてのお考えをお伺いいたします。 

 また、授業が始まる前や放課後の時間帯に

も備えが必要であると考えます。児童、生徒

の登校時間、教員の勤務時間に合わせて設定

し、時間前は校舎に入れないこととしている

学校もあるとお聞きします。しかし、共働き

など、保護者の事情によっては、時間前に登

校させなければならないなど、さまざまなケ

ースがあるかと考えますが、その間の安全対

策についてはどのようにお考えかお伺いをい

たします。 

 その２つ目は、小中学校等の耐震化につい

てであります。本市における学校施設の施設

補強としての構造体の耐震化は完了したと伺

っておりますが、大規模な地震による揺れで

窓ガラスや天井材・壁材などの落下飛散等に

よる支障が発生している現状から、非構造物

の耐震化が新たに求められているところであ

ります。子どもたちが安全に学校で過ごして

いくためには、これらの対応も急務であると

考えますが、現在どのように受け止められ、

今後どのように進めようと考えていらっしゃ

るのか、お伺いをいたします。以上この場か

らの質問を終ります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 高田議員の質問

にお答えいたします。 
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 初めに、地域振興について、中心市街地活

性化についてでありますが、国が５年に１度

実施している商業統計の直近、平成 19 年度の

調査によりますと、店舗数では 258 店舗、年

間販売額では約 264 億円となっており、それ

ぞれ 10 年前と比較しますと２割以上減少し

てるところであります。また、本市において

３年ごとに実施している平成 22 年度の消費

動向調査においても消費者の約４割が市外の

大型小売店舗等に流出していることや、７割

の消費者が通販やインターネットを利用して

いることなど、消費購買形態の多様化が減少

傾向の大きな要因となっているものと受けと

めております。市としましては、これまで平

成 21 年度にすずらん通り商店街の買い物客

の利便性を確保するための駐車スペースや、

イベント等を実施するための多目的スペース

を備えた「まちなか交流広場」を整備してき

たほか、協同組合コアビバイ内に市民ふれあ

いサロンを設置するなど、中心市街地の賑わ

い創出に向けた取り組みを行ってきたところ

でございます。 

 また、ＪＡびばいやコアビバイでは、それ

ぞれ週１回の割合で買い物客用の送迎バスの

運行をさせるなどの経営努力をしているとこ

ろであり、本年度は、市内の各商店街により

組織している商業組合が、道の地域商業総合

活性化補助制度を活用し、送迎バスの効率的

な運行方法や、これに宅配業務を付加させる

こと、さらに出張販売等、中心市街地に買い

物客を誘導する仕組みを検討しているところ

でございます。 

 市といたしましても、このような意欲のあ

る商業組織の取り組みは、商業振興や、地域

に商店がない地域や高齢者などへの生活支援

対策にもつながりますので、これらの取り組

みが円滑に進むよう関係機関とともに連携を

図りながら、必要な対応に努めてまいりたい

と考えております。 

 次に、農商工連携についてでありますが、

農商工連携推進助成事業は、地元農産物など

を有効的に活用した新商品開発と、販路拡大

に向けた取り組みを農業者や商工業者が共に

知恵を出し合い、産業の振興につなげていく

ことを目的に実施するものであり、最大３年

間の助成事業となっております。平成 23 年度

は美唄産の米粉、ハスカップや大豆などを使

用した商品開発事業に対して３件の申請があ

り、この３件について事業認定し、本年度は

前年度の継続分を含め１件の申請があり、合

計で４件について事業認定したところであり

ます。市としましては、産業の振興を図るう

えで、より多くの農業者や商工業者の方々に

農商工連携の必要性を知っていただくことが

重要であると考えております。このため、現

在、農商工連携に関する情報交換や情報提供

の方法などについて、関係機関と協議してい

るほか、農商工携推進事業の支援メニューを

有する道や北海道経済産業局などからもアド

バイス等をいただきながら、産業の振興につ

ながる、実効性のある事業として取り組んで

いくための手法について、現在検討している

ところでございます。 

 次に、地域経済円卓会議についてでありま

すが、この円卓会議は、経済団体及び市内の

金融機関の代表者または推薦をいただいた

方々をもって構成し、各委員から地域経済に

関する情報の提供をいただくほか、必要に応
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じて国や道の方々を講師としてお招きし、本

市の抱えるさまざまな地域課題について、ど

のように解決につなげるかを協議する場とし

て開催するものであります。この円卓会議は、

本年度は２回を予定し、１回目は６月下旬に

開催する方向で準備を進めてるところであり

ます。 

 次に、企業誘致についてでありますが、企

業の動向につきましては、昨年３月の東日本

大震災や原発の事故を受けて、首都圏の企業

については、リスク分散の重要性や電力安定

供給の観点から、地方への事業拠点の移転や、

再生可能エネルギーへの転換の動きが加速さ

れているところでございます。市としまして

は、これまで製造業関連企業や首都圏の事業

者などを対象とした立地アンケート調査を実

施してきており、昨年からは、東京ビックサ

イトにおいて、データセンター事業者や、Ｉ

Ｔ関連企業などが多く集まる展示会に参加し、

地震等の自然災害リスクが低いことや冷涼な

外気や雪冷熱エネルギーを利用することによ

るコスト削減効果など、空知団地の優位性を

最大限に売り込んできたところであります。

その成果といたしましては、来場企業や出展

企業からの問い合わせや、交渉を継続する企

業が増加してきており、本年度は具体的にデ

ータセンターの建設を検討している大手企業

の現地視察も決定しているところであります。

今後におきましても、これら企業と粘り強く

交渉するとともに、中小企業基盤整備機構や

国、道とも連携を図りながら、企業誘致活動

の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、吹田市におけるＰＲ事業についてで

ありますが、昨年、大阪のビジネス街にある

道のチャレンジショップ「カムイン北海道」

で行った本市の特産品ＰＲ事業では、グリー

ンアスパラや焼き鳥が好評で完売するなど、

大きな成果が得られたため、本年度は、一般

消費者の消費動向がより把握でき、１日の乗

降客数が約３万人で、近くに千里ニュータウ

ンが展開している、吹田市北千里駅前に出展

し、グリーンアスパラや美唄焼き鳥などを販

売したところであり、私自身も店頭に立ち、

トップセールスを実施してまいりました。ま

た、あわせて体験移住「ちょっと暮らし」の

チラシや観光パンフレット等を配布し、観光

ＰＲもあわせて行ったほか、地域力広域連携

チャレンジ事業で連携している近隣市町の特

産品も販売してまいりました。３日間の特産

品ＰＲでは、用意した商品をほぼ完売するこ

とができ、大阪の皆さんに美唄の食の魅力を

ＰＲできたものと考えており、十分な手ごた

えを実感したところでございます。関西圏で

の本市特産品に対する消費者のニーズもある

程度把握できましたので、今後に向け、売れ

筋商品の充実など、販売する商品構成や出展

の時期、また、スーパーや百貨店などへの販

路拡大に向けて、ＪＡなどと協議しながら取

り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、電力需給についてでありますが、北

海道電力は、国の節電要請を踏まえ、節電目

標値が緩和されている病院、介護老人施設、

鉄道など、ライフライン機能を有する施設を

除く企業や家庭に対して、７月 23 日から９月

７日の平日９時から 20 時、９月 10 日から９

月 14日の平日 17時から 20時の時間帯におい

て、平成 22 年と比較して７％以上の節電要請

を行っているところであります。また、特に
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需給ひっ迫の可能性がある時は、想定される

電力会社管内に電力需給ひっ迫警報を発令す

るとともに、報道機関や地方公共団体等の協

力を得て、緊急節電要請を行うこととしてい

るところでありますが、このような事態が生

じた場合、事業所などに少なからず影響があ

るものと考えております。市としましては、

計画停電等の不測の事態を回避するために、

市民や事業所などに対して、節電について、

広報紙等で周知してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、福祉行政について、保育所等の入所

状況についてでありますが、近年の景気の低

迷から共働き世帯の増加や、女性の社会進出

などにより、認可保育所の入所率は高く推移

し、３歳未満児では特に需要が増加し、定員

を上回る状況にあります。これまで、保育所

の入所を希望する世帯につきまして、認可保

育所の入所が困難な場合は、へき地保育所な

ど他の保育所へ案内しているところでござい

ます。しかし、事情によっては希望する保育

所への入所が難しい場合もあり、一時的に待

機となることもありますが、市内の各保育所

の入所状況をお知らせするなど情報提供し、

待機児童が生じないよう、今後も円滑な保育

サービスの提供に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、保育所等の施設についてであります

が、児童が一日の大半の時間を過ごす保育施

設であるため、建物の安全管理につきまして

は、十分な配慮が必要であると考えておりま

す。市内の公立の保育施設は全て平屋建てで

あることから、耐震診断の対象となる特定建

築物以外の建物であり、耐震診断は行ってい

ない状況でございます。なお、保育所では地

震や火災等の緊急時に備え、毎月避難訓練を

実施しているところであり、今後も安全確保

のため関係部署と連携し、適切な施設の管理

に努めてまいりたいと考えております。また、

各保育所とも築年数が 30 年から 40 年以上経

過し、老朽化が進んでいることから、びばい

未来交響プランの前期基本計画では、将来の

施設統合を含め、計画的な整備について検討

していくこととしております。 

 次に、農業行政について、本市農産物の総

合的評価についてでありますが、平成 23 年度

産で申し上げますと、水稲は作付面積が 4,380

ヘクタール、収穫量が 25,100トンで全道４位

となっております。また、小麦は作付面積が

2,320ヘクタールで 19位、収穫量が 6,410 ト

ンで 25 位、大豆は作付面積が 1,160ヘクター

ルで収穫量が 2,540 トンでいずれも５位、そ

ばは、作付面積が 207 ヘクタールで 25位、収

穫量が 66 トンで 41 位となっており、これら

４作物で本市耕地面積の９割以上を占め、残

る耕地において、タマネギ、アスパラなどの

野菜のほか、ハスカップ、花きなどが栽培さ

れている状況であります。 

 また、主な取り組みとしましては、水稲で

は畦畔にハーブを植える減農薬栽培などに取

り組んでいるほか、良質・良食味米生産を振

興しており、平成 18 年に「全国米・食味分析

鑑定コンクール」総合部門で金賞を受賞した

「おぼろづき」をはじめ、日本穀物検定協会

の平成 23 年度産「米の食味ランキング」で、

特Ａに選ばれた「ゆめぴりか」や「ななつぼ

し」など、道内を代表する品種を積極的に栽

培しているほか、生産基盤の整備に力を入れ
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ているところであります。また、雪冷熱を活

用した米貯蔵の取り組みのほか、米の販売量

拡大に向けて、精米施設を整えるなど、安全・

安心な米の安定供給体制の整備にも取り組ん

でおります。畑作では、小麦の優良品種「き

たほなみ」、「春よ恋」などの安定供給を目指

しているほか、大豆の収量増に向けた栽培技

術の向上など、作物ごとの取り組みを進めて

いるとともに、田畑輪換などの輪作体系の確

立、緑肥や堆肥の活用による土づくりを推進

しており、消費者に信頼される産地を目指し

て、生産者や農協などが一体となって取り組

んでいるところでございます。 

 なお、子育て支援事業につきましては、保

健福祉部長から答弁させていただきます。私

からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 保健福祉部長。 

●保健福祉部長中川直紀君 子育て支援事業

につきましては、私から答弁させていただき

ます。 

 子育て支援事業についてでありますが、子

育て支援センターの平成 23 年度末の利用者

数は述べ 6,771人で、１日平均約 28人の利用

となっております。今年度に入りましては、

４月が１日平均約 30 人、５月が１日平均約

24 人となっております。また、昨年 10 月に

開設された道営住宅「であえ～る広場」のこ

れまでの利用者数は延べ 111 人で、週１回の

平均利用者数は約 12 人となっております。開

設当初からの利用者数を月別で申し上げます

と、昨年の 10 月が 64 人、11 月が 56 人、12

月が 38 人、１月が 25 人、２月が 43人、３月

が 42 人、４月が 50 人、５月が 61 人となって

おります。次に、今年の４月から東福祉会館

を活用し本格実施している「ひがしふくし広

場」のこれまでの利用者数は延べ 164 人で、

週１回の平均利用者数は約 21 人となってお

ります。利用者数を月別で申し上げますと、

４月が 87人、５月が 77人となっております。

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 高田議員の質

問にお答えします。初めに、教育行政につい

て、小中学校等の安全対策についてでありま

す。 

 学校生活における安全確保については、こ

れまで平成 14 年度に教育委員会で策定した

「危機管理マニュアル」に基づき、登下校に

おける対策を含め、学校ごとに、学校や地域

の状況に合わせて教職員がとるべき措置の具

体的な内容・手順等を定め、緊急事態に備え

ているところであります。 

 次に、具体的な安全対策についてでありま

すが、不審者の侵入対策として、施錠の徹底

を図り、インターホンや監視モニターを設置

し、来訪者の確認が行える体制をとっている

ほか、不測の事態に備え、「さすまた」を全校

に配備しております。また、通学時の安全確

保については、スクールガードの配置は行っ

ておりませんが、子どもたちが安心して通学

できるよう、町内会やすきやき隊などが自主

的に街頭に立ち、見守り活動を行っているほ

か、学校と地域とで定期的に校区内の危険箇

所の点検を実施するなど、地域と一体となっ

て登下校の安全確保を図っているところであ

ります。 

 次に、登校時の玄関の開放についてであり

ますが、玄関開放前に待機している児童の実
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態があった事から、児童生徒の安全を確保す

る上で、定められた登校時刻を守っていただ

く必要があることを改めて保護者に伝えると

ともに、家庭の事情などにより、早く登校せ

ざるを得ない児童に配慮して対応するよう、

各学校に指示したところであり、今後、保護

者等の意向を確認した上で、必要な改善を行

うこととしております。いずれにいたしまし

ても、子どもたちの安全確保のため、交通安

全、防犯、防災等の観点から、学校、家庭、

地域、関係機関や団体と連携した取り組みを

継続するとともに、より実効性の高い安全対

策に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、小中学校等の耐震化についてであり

ますが、東日本大震災での事例を受け、文部

科学省が設置した有識者会議が平成 23 年７

月に「東日本大震災の被害を踏まえた学校施

設の整備」緊急提言をまとめ、窓ガラスや天

井、壁等の非構造部材の耐震対策を速やかに

実施する必要があると指摘しております。こ

のようなことから、文部科学省はじめ国にお

いて、財政支援制度が設けられるなど、耐震

対策の促進を図っているところであります。 

本市といたしましては、これまで小中学校の

校舎や屋内体育館について耐震診断に基づく

必要な耐震補強工事を完了したところであり

ますが、非構造部材への対応に関しては、今

後の課題となっていることから、これらの動

きを踏まえ、非構造部材に関する点検や対策

の手順などについて、具体的な検討を行って

まいりたいと考えております。以上でござい

ます。 

●議長内馬場克康君 10 番、高田正則議員。 

●10 番高田正則議員 一通り、お答えをいた

だきました。ありがとうございます。自席か

ら再質問させていただきます。 

 大綱１点目、地域振興について、中心市街

地活性化についてでありますが、現在、商業

組織が、道の補助メニューを活用し、中心市

街地の活性化に向けた取り組みを検討してい

るといったご答弁でございましたが、商業組

合の具体名と、道の補助事業の内容及びこの

事業の事業化に向けて、市としての対応をど

のように考えているのかお伺いをいたします。 

 次に、企業誘致についてでありますが、ご

答弁では、データセンターなどＩＴ関連企業

の誘致に主力を置いているようでございます

が、今現在、どの程度の企業と交渉していら

っしゃるのか、また、ＩＴ関連以外の業種の

誘致は、どのように考えていらっしゃるのか

お伺いをいたします。 

 次に、吹田市におけるＰＲ事業についてで

ありますが、消費者ニーズを把握できたとの

ことでありますが、どのような傾向を把握で

きたのか、お伺いをいたします。また、今回

の物産展の成果を踏まえ、今後どのようなＰ

Ｒ事業を展開していこうとされているのかお

伺いをいたします。 

 次に大綱３点目、農業行政について、本市

農産物の総合的評価についてでありますが、

本市にとって米は大変重要な作物であり、生

産や販売も様々な取り組みが行われているこ

とは理解したところであります。さて、その

米についてでありますが、昨年 12 月の新聞報

道によりますと平成 24 年に向けた米の生産

数量の配分では空知管内全体では増加してお

り、また、管内の市・町のいくつかは昨年よ

り増加しているものの、本市への配分は減少
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となっておりました。この記事によりますと

過去の収穫量などの項目を点数化し、そのラ

ンキングにより決められているとのことであ

り、ランキング自体は非公開とのことであり

ますが、数量配分が減少したということはそ

のランクが下の方であったと考えるわけです

が、お答えいただいたように様々な取り組み

がなされているにもかかわらず、どうしてこ

のような結果になったのか、また、その課題

と今後の対応についてお伺いいたします。 

 大綱４点目、教育行政について、小中学校

等の安全対策についてでありますが、不審者

の侵入に対して「さすまた」は有効であると

いうふうにお聞きをしておりますが、しかし

ながら、その扱いは意外と難しく、相応の訓

練が必要だともお聞きをしております。いつ

いかなる事態が起こっても万全な対処ができ

るよう、学校現場で取り扱いの訓練が必要と

思いますが、お考えをお伺いいたします。 

 また、登下校の安全確保は地域や関係団体

の自主的な活動によるところが大きいと思い

ますが、教育委員会として登下校を見守る専

門的な研修等を行い、スクールガードとして

配置していく考えはおありかお伺いをいたし

ます。 

更に、危険箇所の点検等も行っているとのこ

とでありますが、通学路の安全確保に関する

全般的な考え方を含め、今後の方向性につい

てお考えをお伺いいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長高橋幹夫君 高田議員の質問にお答え

いたします。 

 初めに中心市街地の活性化に関する道の補

助制度等についてでございますが、道は地域

商業の実態に応じた自主的な取り組みを促進

するため、本年４月に北海道地域商業の活性

化に関する条例を制定し、商工団体や商業者

において 1/2 以上を占める任意組織が一体と

なって地域の実態に応じた課題の解決を誘導

していくためのモデルとなる取り組みに対し、

地域商業活性化総合対策事業として支援する

ものであります。この事業は、構想計画づく

りに対して助成する連携型活性化促進支援事

業と、計画策定から事業化への取り組みに対

して助成する活性化加速事業の２事業により

構成され、最長２年での事業実施が可能とな

っているところでございます。なお、補助率

は 1/2 で、助成限度額は連携型活性化促進支

援事業が 50 万円、活性化加速事業が 400 万

円となっております。また、事業主体は市内

の各商店街や料飲店組合などにより構成され

ている美唄市商店街連絡協議会となっており、

本年度の構想計画づくりには事業費 60 万円

に対して 30 万円の助成額を予定し、来年度は

実証実験の結果を踏まえ、事業化に向けた全

市的な取り組みを検討しているところでござ

います。市としましてもこの事業が、中心市

街地の活性化に向け大きく寄与することが期

待されますので、今後の事業の推進に向けて

必要な対応に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、企業誘致の現状についてであります

が、昨年度に続き今年度もＩＴ関連の企業が

集まる展示会に参加し、雪冷熱の利活用など

空知団地のＰＲをしたところ、多くの企業に

関心を持っていただき、現在 40 数社の企業と

の交渉が継続しているところでございます。

私自身も展示会において空知団地のＰＲをし
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てきているほか、本市の取り組みに興味をい

ただいている企業へ訪問し、立地に向けトッ

プセールスを行っているところでございます。 

他業種の企業誘致活動につきましては、ＩＴ

関連企業の誘致に合わせ実施しているところ

であり、特に食品製造業の業種につきまして

は多くの雇用が期待されますことから、これ

らの企業につきましても道や中小企業基盤整

備機構などと連携し、立地に向けた誘致活動

を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、特産品ＰＲ事業についてであります

が、今回の出店を通じ、グリーンアスパラや

サラダ菜などの農産物のほか、焼き鳥、米粉

製品などが比較的好評であったことと感じて

おります。このような成果を踏まえ、本市の

特産品を広く道外にＰＲし販路を切り開くこ

とが大切でありますので、今後におきまして

もＪＡ、商工会議所などと連携を図り、９月

に東京都内の百貨店で開催される物産展に出

店するほか、来年１月には大阪の百貨店にお

きまして美唄の特産品の販売及び、観光ＰＲ

を実施する予定であり、今後とも首都圏や関

西圏をターゲットとして特産品販売や観光Ｐ

Ｒを継続的に実施してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、米の生産数量目標についてでありま

すが、道は、平成 24 年度産米の市町村別生産

数量目標を決定する際に、国から北海道に配

分された数量のうち、99％は基礎生産数量と

して前年度実績ベースで一律に配分し、残る

１％は産地の生産力や商品性など５項目の評

価に基づき加算数量として配分しております。

本市は５項目のうち低たんぱく比率、及びク

リーン農業等の取り組み比率が全国平均を下

回っているため、加算数量が少なく、総体で

前年配分数量よりも 24 トン減少し、２万

3,754 トンとなったところでございます。こ

のため、本年 1 月に開催した美唄市農業振興

協議会において課題解決に向けた対応策につ

いて協議を行ったところであり、各農協では

水稲作付面積の確保に向けて肥培管理技術の

徹底や低タンパク米生産の取り組みをさらに

進めているところであります。いずれにしま

しても、安全・安心かつ良質で売れる米づく

りを推進するためには、土壌条件やほ場の改

善などを進めることが重要であることから、

市としましては農業基盤整備事業のさらなる

推進に向けて、関係機関・団体と共に取り組

んでまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 高田議員の質問にお答

えします。 

 小中学校の安全確保についてでありますが、

初めに、防犯訓練についてでありますが、不

審者等から学校の安全を守るためには、侵入

を防止する対策と共に侵入時の対応の在り方

を整えておく必要があり、各学校においては

役割分担を含めた不審者への対応マニュアル

が整備されているところであります。これを

機能させていくためには訓練等も必要である

ことから、方法などについて学校や警察と協

議してまいりたいと考えております。 

 次に、スクールガードについてであります

が、これまで警察などによる校区内のパトロ

ールや青少年指導対策部会、防犯協会の活動

が行われているほか、地域町内会やすきやき

隊の自主的な活動が行われてきておりますの
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で、これらを踏まえ札幌市など先進自治体の

活動も参考とし、関係機関・団体と今後の方

向性について検討してまいりたいと考えてお

ります。 

次に、通学路の安全確保についてであります

が、本年４月に全国で登校中の児童を巻き込

む痛ましい事故が続発したことや、今冬の豪

雪時における通学路確保に当たっての課題整

理の必要もあり、各学校の通学路を改めて確

認し、歩道の設置状況なども含めて、現在整

理を行っているところであります。まとまり

次第、学校、市の関係課、警察などのほか地

域の関係団体にも配布し、情報の共有化を図

りながら登下校時の安全確保に活かしてまい

りたいと考えております。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

 ２番、長谷川吉春議員。 

●２番長谷川吉春議員(登壇) 平成 24 年第 2

回定例会にあたり、大綱４点について市長並

びに教育長にお尋ねいたします。 

 野田首相が政治生命をかけると、成立に執

念を燃やしてきた消費税増税と社会保障の一

体改革関連法案が、民主・自民・公明の密室

談合で修正案が合意されました。消費税を

2014 年に８％、15 年に 10％に引き上げるこ

とを明記した上で、社会保障については軒並

み改悪の政府案よりも一段と改悪を加速しま

した。これはまさに消費税増税反対、社会保

障充実を願う国民世論を踏みにじる暴挙であ

り、とにかく消費税増税先にありきという、

暴走というほかありません。日本テレビが今

月の 15 日から 17 日にかけて行った世論調査

では、消費税増税については支持しないが

60.5％、支持するが 33.7％でした。野田内閣

の世論を無視した強引なやり方に対し、内閣

支持率は最低の 23.9％に下落し、支持しない

は前月に比べ 5.5 ポイント増の 58％に上りま

した。消費税増税は国民生活を大きく圧迫し、

日本経済を一層の不況に追い込むものであり

ますが、地方自治体にとっても財政状況をさ

らに悪化させるものとして跳ね返ってきます。

たとえば市立美唄病院の経営についても消費

税に関連した経費の増加は大きく膨らみ、病

院経営を一層困難にすることは明らかであり

ます。全国自治体病院協議会が４月に行った

消費税増税に関する緊急調査では、ひとつの

病院が１億円ないし、２億円もの損税が生じ

ることが判明しています。消費税増税により、

本市の財政状況も大きく影響を受けることか

ら、それにどう対応していくかが今後の大き

な課題になることは必然であります。 

 大綱質問の１点目は、豪雪による建物の被

害について、市長にお尋ねいたします。高齢

者の多い地域では、連日の除雪作業で体を痛

め入院することになったとか、体を痛めない

ように今回初めてお金をかけて除雪をしても

らったなど、多くの市民のご苦労の声が聞こ

えてきます。本定例会の初日に市長より市政

報告が行われ、その中で本市の豪雪による被

害状況が詳細に述べられておりますが、それ

によりますと平成 23 年度の積雪量が 14 メー

トル 61 センチとなり、昭和 44 年の 14 メー

トル 22 センチを上回る記録となり、それによ

る被害も総額にすると約３億円近い被害額と

なっていることが報告されています。全体の

被害状況は市政報告で分かりますが、お聞き

したいことは古い住宅の多い地域や、空き家

などの建造物の被害状況がどのようになって
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いるのか、また、地域別の被害状況、被害件

数についてお尋ねいたします。 

 大綱質問の２点目は、下水道行政について

お聞きいたします。 

 １点目は、下水道事業の進捗状況と各地域

の水洗化率についてお聞きします。 

 ２点目は、今後の計画についてであります。

本市での下水道工事はかなり進んでいると思

いますが、計画区域内でまだ着手されていな

いのはどこなのか、その区域の工事計画はど

のようになっているのかお聞きいたします。 

 大綱質問の３点目は、認定こども園につい

て市長並びに教育長にお尋ねいたします。 

 認定こども園については、今月７日議員協

議会において、理事者から説明があり、平成

25 年度開園、９月の定例会において条例の制

定が予定されていて、現在その準備が進んで

いると思いますが、具体的にお聞きいたしま

す。 

 その１点目は、地域との話し合いについて

であります。財政健全化計画に基づく幼稚園

教育の見直しにより、三井美唄幼稚園が平成

24 年度から閉園となったことから、地域では

さまざまな家庭の事情などを考慮して、南美

唄地域には何としても幼稚園機能を残してほ

しいという強い要望があり、これまで数回に

わたり保護者や地域の人たちも含めての教育

委員会との話し合いが行われてきた結果、三

井美唄保育所を主体とした幼稚園機能を備え

た認定こども園の発足となったものでありま

す。これまでの準備状況については、保護者

にはかなり詳しく説明されていると思います

が、地域にはそれほど詳しい説明がされてお

りません。保護者以外にも、これから認定こ

ども園に子どもを預けようとしている人たち

にも詳細がわかるような機会、地域住民に対

する説明が必要と思いますが、どのようにお

考えなのかお聞きいたします。 

 その 2 点目は、保育料についてであります。

現在、幼稚園の使用料は世帯の所得状況に関

係なく定額となっており、保育料は世帯の所

得に応じて７階層の区分になっていますが、

幼稚園機能に対応する短時間保育の保育料は

どのようになるのかお聞きいたします。 

 その３点目は、認定こども園の開設に向け

ての施設内の準備についてであります。昨年

11 月の説明会では、施設に関しての増改築は

行わないということですが、幼稚園機能に対

応する短時間保育が８人ということもあり、

施設内の改修が必要でないかと思われますが、

どのようにお考えなのかお聞きいたします。 

 その４点目は、今後の幼児教育、保育行政

についてであります。６月 12 日政府民主党は、

幼稚園と保育所を一体化させた総合子ども園

の創設を取り下げることを決定しました。こ

れは、多くの国民の反対の世論の結果であり

ます。私も昨年の第３回定例会も含め、数回

にわたって民主党の新しい子育てシステムい

わゆる総合子ども園については、保護者たち

の大きな負担になることや、社会保障の１つ

である、保育問題が行政の責任放棄につなが

るものであることを指摘し反対してきました。

お聞きしたいことは、今後の幼児教育、保育

行政についてでありますが、本市には平成 25

年度以降も１つの公立幼稚園、２つの私立幼

稚園がありますが、今後少子化が進む中で、

認定こども園の設置が広がる可能性もあると

思いますが、私立の幼稚園も含めた、今後の
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幼稚園教育をどのようにしていこうとしてい

るのかお聞きいたします。 

 大綱質問の４点目は、教育行政について教

育長にお尋ねいたします。昨年３月 11 日の東

日本大震災に伴う東京電力福島原子力発電所

の事故は、未だに 16 万人の人たちが避難生活

を余儀なくされ、避難区域以外の地域でも放

射線が検出されたり、事故のあった発電所の

処理に数 10 年かかるとか、農業・畜産・漁業

への影響など、その被害は計り知れないもの

があります。そして、そのことは、日本のエ

ネルギー政策を根本から見直さなければなら

ない事態に発展し、これまでとられてきた我

が国のエネルギーを原子力に大きく依存して

きたことが、果たしてどうだったのかが問わ

れる問題でもあります。 

 お聞きしたいことの１点目は、原子力エネ

ルギー教育について、本市の学校教育ではど

のように行っているのかお聞きいたします。 

 ２点目は、小中学校での副読本の活用状況

についてでありますが、今年の３月に文部科

学省から小学生、中学生、高校生向けに放射

線に関する副読本が発行されていますが、小

中学校での配付状況と、どのように活用され

ているのかお聞きいたします。以上この場か

らの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 長谷川議員の質

問にお答えいたします。 

 初めに、豪雪による建造物の被害について、

住宅の被害状況についてでございますが、全

体の被害状況や地域別の被害ケースについて

は把握はしていないところではございますが、

民間の建物被害については、建設関連団体に

現在、修繕を完了したもの、これから行うも

のの状況について調査をお願いしているとこ

ろでございます。市が発行した罹災証明につ

いては、住宅が全壊９件、半壊２件、一部損

壊 23 件、合計 34 件、倉庫等は全壊 15 件、

一部損壊５件、合計 20 件、住宅、倉庫等を

合わせて 54 件となっております。地域別に申

し上げますと、母町地区が 24 件、南美唄地区

が７件、峰延地区が４件、西美唄地区が３件、

我路地区が１件、落合地区が１件、上美唄地

区が５件、東明地区３件、進徳地区３件、沼

の内地区２件、茶志内地区１件となっており

ます。 

 次に、下水道行政について、下水道工事の

進捗状況及び各地域の水洗化率についてでご

ざいますけども、本市における下水道の整備

状況は、平成 23 年度末において、整備計画面

積 1,361.5 ヘクタールに対し、1,007.3 ヘクタ

ールの整備を終え、進捗状況は約 74 パーセン

トとなっております。水洗化率についてであ

りますが、平成 23 年度末の速報値として、行

政区域人口は２万 5,370 人、処理区域内人口

は 1 万 8,861人、水洗化人口は 1 万 7,523人、

水洗化率は 92.9％となっております。なお、

各地域の水洗化率は算出していないところで

あります。 

 次に、今後の下水道整備計画についてであ

りますが、母町地域の整備をほぼ終え、現在

東明地区、茶志内地区、峰延地区など順次、

整備を進めてるところであります。なお、南

美唄地区については未着手となっており、高

齢化、さらに人口も減少傾向にあることから、

今後の整備のあり方、区域の見直しを含め、

地元連合町内会と協議を進めていく中で、十
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分検討してまいりたいと考えております。 

 次に、認定こども園について、地域との話

し合いについてでありますが、地域とはこれ

まで幼稚園が老朽化していることや、子供の

数が減少し、幼稚園教育本来の目的が果たせ

ない状況となっていることなどから、閉園す

ることに異論はないものの、地域の特性など

から、幼稚園機能を地域に残して欲しいとの

考えが示され、幼保一体化を検討することと

してきたところでございます。このため、平

成 23 年７月に美唄市南美唄地区に認定子ど

も園に関する検討委員会を設置し、その必要

性や運営のあり方等に関して協議し、昨年 11

月に三井美唄保育所を活用し、認定こども園

を設置して、地域に幼稚園機能を残していく

考えをまとめ、地域の方々にもその結果につ

いて説明を行ったところでございます。この 

後、運営の詳細についてはパブリックコメン

トを通じ、市民から御意見をいただくことと

しております。 

 次に、保育料についてでありますが、本市

の認可保育所の保育料は国の保育基準に準じ、

世帯の課税状況により７階層の区分となって

おりますが、認定こども園についても同様の

階層区分による保育料を考えているところで

ございます。ただし、幼児保育のみの児童は

４時間の保育となることから、通常の長時間

保育 11 時間の基準額を割り返して算定する

ことになりますので、事前に三井美唄幼稚園

の保護者の方に説明をし、理解を得ていると

ころでございます。 

 次に、認定こども園開設に向けての施設内

の準備についてでありますが、若干の備品等

の整備は行いますが、入所定員につきまして

も、現行の三井美唄保育所の 30 人と変更がな

いことから、施設内の新たな改修等は考えて

いないところでございます。以上でございま

す。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 長谷川議員の

質問にお答えいたします。 

 初めに、認定こども園についてです。今後

の幼児教育についてでありますが、幼児期に

おける教育は、生涯にわたる人格形成の基礎

を培う重要なものであります。現在、国にお

いては、幼児教育に関する制度を含め、社会

保障についての議論が行われており、本市と

しましては議論の状況を注視するとともに、

一定の方向性が示された段階で、将来に向け

て必要な協議・検討を進めていかなければな

らないと考えております。 

 次に、教育行政について、原子力エネルギ

ー教育についてでありますが、本市が使用し

ている教科書では小中学校の社会科と中学校

の理科において、原子力に関する学習が扱わ

れております。社会科の教科書では、小中学

校でウラン燃料の海外依存について、中学校

ではさらに二酸化炭素を排出しない利点はあ

るが放射能の安全性に課題があるとの記述が

あり、中学校の理科では、燃料や廃棄物から

は人体に有害な放射線が出ることや、万一事

故が起きた場合の放射能汚染の防止などに問

題が残されていることなど、特徴や課題に関

する記述となっており、それに沿った学習が

進められております。 

 次に、小中学校での副読本の活用状況につ

いてでありますが、文部科学省の副読本につ

きましては、昨年 11 月に作成され、本市では、
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本年３月にすべての児童生徒に配付したとこ

ろであります。この副読本は、小学校用、中

学校用、高校用として作成されており、児童

生徒の発達段階に応じて放射線の知識、人体

への影響、測定方法や身の守り方などの学習

が深められる内容となっており、このうち、

小学校では社会化、保健、総合的な学習の時

間、朝の会などで、中学校では社会科、理科、

朝の会などでの活用が予定されてるところで

ございます。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、長谷川吉春議員。 

●２番長谷川吉春議員 この場から、何点か

について再質問させていただきたいと思いま

す。 

 １点目、いわゆる豪雪によるこの建造物の

被害という問題ですけども、今、地域の中で

は、空き家などが雪で倒壊して、その後、強

風などでいろんな材料が飛んでくるという事

で、近所の建造物を傷めるという問題で、地

域の中でこれについて何とかならないのかと

いう声が多く寄せられているわけです。私も

この大手町、土地の所有者であるこの大手町

地所に訪ねて行って、持ち主が誰なのかとい

うことも、いろいろお聞きしたこともあるん

ですけど、なかなか個人情報との関連で、詳

しいことは教えてくれなかったということも

あるわけですけども、市民からは何としても

やはりこれから夏場に向けて、強い風が吹い

た場合、飛散する物によって建物が傷められ

る、あるいは通行人が怪我するという恐れも

ある、そういう事から、何とかそうした空き

家についての、倒壊した空き家についての対

策を立ててほしいということで、市としての

この対応をどのようにするかということを是

非、議会で取り上げてほしいという、そうし

た意見が多かったわけです。そうしたことか

らですね、こうした問題に対してどのように

お考えなのか、お聞きしたいと思います。 

 次に、下水道工事についてでありますけど

も、市全体の進捗状況についてはわかりまし

た。この中でこの質問をした項目の中で、各

地域の水洗化率についても地域別の水洗化率

についても教えていただきたいということを

お聞きしたんですけども、その点については

現在掌握していないという事で、いろいろこ

の算出するには難しい問題があるということ

も聞いております。しかし、私はいろいろ難

しい点があっても、地域ごとの水洗化率を算

出する必要があるのではないかとこのように

思うわけです。地域によってはですね、人口

密度の高い所、あるいは、高齢化が進んでい

る所、さまざまな地域の状況もあると思いま

すし、それによって水洗化率、普及率も違っ

てくると思うんですけれども、そうした状況

を今後の下水道工事を進めていくうえでも参

考にしていく必要があるという具合に思いま

すので、水洗化率で算出するよう努力してい

ただきたいと、このように思っております。 

 次に、今後の計画ですけども、現在、未着

手のところが南美唄地域というところでね、

あとほとんどが、東明あるいは茶志内、そう

いう所では現在工事が進んでいるというとこ

ろでね、丸々着手していないのが南美唄地域

ということになるわけです。そうした中で、

今後、下水道工事がどうなっていくのかとい

うことで、やはり南美唄地域の人達にすれば、

大きな関心が持たれているわけですけども、

同時に、工事を進めるに当たっては、やはり
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何としても土地の所有者である大手町地所と

の話し合いを進めていかなければならないと

いう具合に思いますけれども、話し合いがど

のようになってるのかお聞きしたいと思いま

す。また、南美唄地域のですね、整備区域の

面積と、それから戸数及び受益者負担額につ

いてどのようになっているのかお聞きいたし

ます。 

 次に、認定こども園についてでありますけ

ども、地域との話し合いの問題ですね。先程

も申し上げましたけども、保護者の人達には、

かなり詳しくお知らせされていると思うんで

すけどもね、それ以外の人達にはそれほど詳

しく説明されていないわけです。特に、これ

から、この認定こども園に子どもを預けたい

という人達も、やはりそうした詳細について

知っておくことが、子どもを預けるかどうか

ということでの参考になると思うわけです。

そうした点でね、そうしたこの地域での詳し

い説明が必要でないかという具合に思います

けれども、７月４日から 18 日まで、まちづく

り地区懇談会が予定されております。南美唄

では、７月 10 日があることを予定されており

ますけども、そうした場においても、子ども

園についての説明、詳しい説明をぜひお願い

したいという具合に思います。 

 それから、次に、認定こども園ということ

での名称ですね。先日行われた議員協議会で

も、条例制定の素案が出されて、その中に美

唄市認定こども園という名称が、仮の名称だ

と思いますけどね。そういう名称がつけられ

ております。これまで、三井美唄幼稚園ある

いは三井美唄保育所いうことで、その設備に

は、三井の名前がついていたわけです。こう

した施設がこの設置された当時、また三井鉱

山が盛んに操業をやってる最中ということも

あったのかと思いますけども、地域でのそう

した教育施設あるいは保育施設に、企業の名

前を付けること自体が非常にこの不自然なわ

けですよね。その後、小学校・中学校が改築

されるに伴って、小学校・中学校では、三井

という名前がなくなって、南美唄小学校・南

美唄中学校という具合になってきたわけです。

今回認定こども園ということになって、当然

幼稚園は閉園してなくなりますけども、保育

所の方もこの三井美唄保育所でなくて、認定

こども園という名称になると思いますけども

ね。やはり地域の名前を入れた形での例えば

ですけども、美唄市南美唄認定こども園とい

う形でのね、是非、南美唄という地域の名前

を名称の中に入れて欲しいというのが、地域

の人達からの要望でもあります。その点につ

いて、どのようにお考えになのかお聞きした

いと思います。 

 続いて、次に、教育行政についてでありま

すけども、この原子力エネルギーの教育につ

いてですね、１点目は、去年の３月に福島第

一原子力発電所が事故に遭ったと。そういう

事から今、日本の中でもね、全体として原子

力とは何なのかと、あるいはこれまで日本の

このエネルギーを原子力に依存してきたこと

が果たしてどうだったのかということも含め

て、原子力発電所に対する関心が非常に高く

なってきていると思います。しかし、この現

在日本では、これまでいわゆる原子力発電所

に対する安全神話ということが、長い間、横

行してきたということが言えると思うわけで

す。先日、野田首相が、この大飯原発を再稼
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働を認めるという、このことを行う方針を出

しているわけですけども、これは、９日付の

北海道新聞の社説ですけどもね、このように

書いています。「首相は、関西の夏場の電力

事情が深刻になることを強調し、今、原発を

止めてしまっては、日本社会が立ち行かない」

とする一方、「福島第１原発事故地の要は、

地震や津波が起きても事故を防止できると断

言したと、これで国民が安全だと納得できる

だろうか。首相が再稼働の根拠としたのが、

経済産業省原子力安全保安院がまとめたあく

まで暫定的な安全基準である。しかし、すで

に国民の信頼を失っている保安院が、わずか

２日間でまとめた基準を適用したところで、

再稼働の根拠にはなり得ない。首相の判断は、

見切り発車にすぎない。国際的な基準に照ら

しても不十分だ。国際原子力機関ＩＡＥＡは、

異常事態の防止に加え、過酷事故が起こる、

起こりうることを前提に、その防災対策を求

めている。大飯原発では、事故時の拠点とな

る面浸透や放射性物質の大量放出を防ぐフィ

ルター付き排気装置の設置の予定は３年後

だ。」このように書いている訳ですね。言っ

てみれば、今、国が野田首相がとっているの

は、まさにこの安全神話を再度、日本中に振

りまくという中身になってるという具合に、

こう思うわけです。大飯原発も再稼働という

ことですけども、現在、原発の真下に、活断

層が走ってるということが、こう判明してい

るにもかかわらず、それに対する調査もして

いないという問題だとか、それから、大飯原

発の防災拠点、防災の拠点となる、このオフ

サイトセンターですね。これがあるわけです

けども、これが海抜僅か２メートルその２メ

ートルの海岸に設置されてる、これが防災拠

点であるオフサイトセンターなわけです。ご

存知のように、昨年の東日本大震災のとき津

波の時に宮城県の女川原発のオフサイトセン

ター、これは海抜８メートルあったわけです

けども、そのオフサイトセンターが津波にさ

らわれて、そこの所長がその犠牲になってる

訳ですね。そうすると、海抜２メートルのと

ころがね、そこに勤める職員の人達、毎日毎

日がまさに命がけで勤務しないとならないと

いう問題、それの移転計画を全くこの明らか

にされていない問題、こうしたことも含めて

非常に、危険な状態にあるにもかかわらず、

安全だということで、再びこの安全神話をつ

くり出しているわけです。 

 私は文部科学省が発行した小学校・中学

校・高校に向けてのいわゆる副読本、それの

中身を見せていただいたわけですけども、こ

の中身で言えばね。いわゆる放射線に対する

一般的な知識、そういうものの記述が、かな

り多いわけです。原子力発電所の事故という

問題では、中学校・高校の副読本で、この本

自体は約 20 ぺージぐらいの本ですけども、そ

のうち僅か１ページしかその問題に触れてい

ないんですね。ほとんどがいわゆる放射線の

一般的な知識ということで、その放射線って

いうのは、いわゆるどんな物質からも放出さ

れるあるいは人体からも放出される。当然こ

のうち、すべての物質が原子から構成されて

いて、その原子が崩壊することによって放射

線が放出されるわけですけども、当然、人体

からもすべてのものから放射線が出るわけで

すけども、そうしたことだとか、この放射線

が、農業、工業あるいは医療そうしたこのあ
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らゆる分野で、人々の生活に役立っていると

いうことが、だいたい中心になっているわけ

ですね。このことから、私はこの副読本その

ものがそうした安全神話を広げる役割を果た

していっているんでないかと、私は、そう思

うわけです。だから、私はこの学校教育の中

でね、そうした原子力発電所の危険性につい

ても十分この生徒にわかるような、そうした

この説明をしていく必要があるんじゃないか

という具合に思うわけです。 

 それから、次の問題ですけども、私は、今

は福島の方でね、随分たくさんの子どもたち

が避難生活を余儀なくされているわけですけ

ども、そうした子どもたちと美唄の小学生・

中学生そうした子どもたちの交流がやはり必

要でないかと、そういう具合に思うわけです

ね。交流の目的ということでいえばですね、

やはり、そうしたこの避難生活の実体験、実

際の体験を美唄の子どもたちに知ってもらう

ということも大切ですけれども、私は、もっ

ともっと大事な問題としてこの福島の子ども

たちが避難生活の中で培われた、いわゆる

人々の絆といいますか、連帯っていいますか、

そういうものが各所で生まれているわけです

ね。そうしたことが、時々、テレビなどで報

道されていて、私も、非常に感動しているわ

けですけども、東日本大震災、津波も含めて、

原子力発電所の事故も含めて、こうした災害

が起きた後、いわゆるそうした地震や津波に

関係のない地域の中でも、今、やはりそうし

たこの人々との連帯の強化っていいますか、

絆を強めていくという問題が、各町内会だと

か地域の中で、広がってきてるということも

災害の後ね、そうした状況もずっと広がって

きてるわけですね。私はこの福島の子どもた

ちが災害に遭う中でですね、お互いに協力し

合う、助け合う連帯の絆の和を広げていくそ

うした取り組みを行ってきたそうした体験、

経験をやはり美唄の子どもたちにも、是非教

えてほしいというか、そして、美唄市の教育

のそうした連帯を強めていく、そうしたこと

での教育を強めていく一つのきっかけにして

ほしいという具合に思いますけども、そのへ

んのところお聞きしたいと思います。以上で

す。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 長谷川議員のご質問にお

答えいたします。 

 初めに、倒壊家屋の対応についてでありま

すが、市といたしましては、可能な限り、所

有者や管理者を調査し状況を伝えるとともに、

土地の所有者等とも協議をして、適切な対応

を要請しているところでございます。また、

倒壊した家屋材料などが飛散する恐れがある

場合は、現地を確認の上、応急的な対応を行

ってきたところであります。なお、個人や法

人が所有する私有財産につきましては、市が

処分等を行えないことになっていることから、

条例制定を検討するほか、防災、防犯、景観

上の観点から、地方自治体が、解体撤去等を

弾力的に対応できるような法整備を行うとと

もに、その費用についての財政措置の拡充を

国に要望したところであります。 

 次に、各地域の水洗化率についてでありま

すが、算出方法が複雑であり、かつ正確な数

字が算出されないことから、難しいものと考

えております。 

 次に、南美唄地区の整備に向けた受益者負
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担金などについてでございますけども、現在、

実施しております東明地区において、土地所

有者である大手町地所がすべて負担をしてお

りますが、南美唄地区については、まだ協議

を行っていないところでございます。また、

平成 23 年度末現在の、南美唄地区の全体計画

は計画面積 61.4 ヘクタール、計画戸数約 915

戸となっております。また、受益者負担金は

概算額といたしまして、約 3,070 万円を見込

んでいるところでございます。 

 次に、南美唄地域におけるまちづくり地区

懇談会での認定こども園の説明についてでご

ざいますが、これまで地域の方々に説明をし

てきたところでありますが、改めて地区懇談

会でも説明することとしております。次に、

地域説明会についてでありますが、パブリッ

クコメントの内容を整理した後に開催したい

と考えております。次に、美唄市認定こども

園の名称についてでありますが、７月からの

パブリックコメントに合わせて名称を公募し、

決定してまいりたいと考えております。以上

でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 長谷川議員のご質問に

お答えします。原子力エネルギー教育につい

てでありますが、昨年 11 月に作成された副読

本は、福島第一原子力発電所の事故を受けて

発行されたものであり、小中学校の関連する

教科においても、利点や問題点が取り扱われ

ており、児童生徒の発達段階に応じて、原子

力発電所の課題、放射線や放射能、放射性物

質について学び、自ら考え判断する力を育む

ことが大切であると考えております。 

 次に、避難生活をしている児童生徒との交

流についてでありますが、本市においては、

昨年度、美唄商工会議所青年部を通じて、石

巻市の小中学校へ市内全小中学校の児童生徒

による寄せ書きを贈ったところであります。

福島などの避難生活をしている児童生徒との

交流につきましては、現時点においては、被

災地の実情や求めに応じて対応してまいりた

いと考えております。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ２番、長谷川吉春議員。 

●２番長谷川吉春議員 １点だけ、再々質さ

せていただきたいと思います。 

 下水道工事の問題ですけどもね、これから、

南美唄で、計画では、いつからということが

明確にはなっておりませんけども、いずれそ

のことがこの地域の中で具体化されていくも

のという具合に思うわけですけども、こうし

た工事が進む場合にですね、１つは、その土

地の所有者が下水道工事に対して同意しない

ということがあった場合どうなのかと。先ほ

どのご答弁では、受益者負担金が約 3,070 万

ということで金額もかなりこの大きいわけで

すよね。そうしたことから、土地所有者がそ

の工事を同意しないという場合に、どうなの

かということが１つあります。それから、も

う１つは、整備区域にない南美唄の中では、

高齢者が非常に多いわけですね、おそらく

50％くらいになるんでないかと思うんですけ

ども。そうした中で、仮に、水洗化しても、

いつまでそこに住んでいられるのかというこ

とではね、皆さん口を揃えて、そう長く居ら

れないんだからと、言うことはいうわけです

ね。そういう問題だとか、あるいは建物が、

全体として老朽化している中で、例えばトイ

レを水洗化して、そこだけ新しくするという



-  - 62 

場合に、古い部分と新しい部分との整合性と

いいますか、私も時々仕事をやっていた当時

ね、そういう似たような仕事をやったりして、

かなり土台やら何やら、相当傷んでいる部分

を部分的に直しても、やはり、それが直した

所と直していない所とのバランスが、特に冬

になってしばれあがるという時に、非常につ

なぎ目のところが問題になるわけですけども、

トイレを水洗化する場合、そういうことも考

慮をして、そうしたことが起きないようにす

るとすれば、かなり工事費がかさんでいく部

分という事がある訳です。そうしたこの費用

の問題もあります。それから、もう１つは、

水洗化した場合に、そこの共有区域の中では、

そこで使われる水道料金が全て下水道料金に

替わるわけですね。で、そうすると、水洗化

していない家庭でも、その料金を払わなけれ

ばならないということでね。非常に不満があ

るわけです。そうした事からこの今、南美唄

の中では、南美唄には、水洗化しないでほし

いという声も、多く寄せられているわけです

けれども、そうした事から、今、現在の市の

下水道整備の計画をね、この南美唄地域につ

いては、再検討する必要があるではないかと

いう具合に思いますけども、その点について

のお考えをお聞きしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 長谷川議員の質問にお答

えいたします。下水道整備の同意についてで

ありますが、現在、実施している東明地区と

同様に不公平が生じないよう土地所有者であ

る大手町地所と十分に協議を進めてまいりた

いと考えております。また、南美唄地区の下

水道整備については、平成 18 年度に美唄市の

下水道全体計画を見直し、整備地区を縮小し

たところでございますが、今後は、将来人口

及び区域内の住民の方の意向などを踏まえて、

整備の必要性について地元連合町内会と検討

してまいりたいと考えております。以上でご

ざいます。 

●議長内馬場克康君 森川議員の質問は午後

からといたしたいと思います。 

 午後１時まで休憩いたします。 

    

     午前１１時５７分 休憩   

     午後 １ 時００分 開講   

   

●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議

を開きます。森川議員の質問から入ります。 

 ６番、森川明議員。 

●６番森川明議員（登壇） 平成 24 年度第２

回定例会にあたりまして、大綱６点について

市長、教育長に質問をいたします。 

 まず、１点目ですけれども、大雪被害の実

態についてです。市の状況ですが、今年の冬

は大雪猛威をまざまざと見せ付けられました。

岩見沢市は、積雪 208 センチメートルは 349

年ぶりの規模だという江戸時代以降の歴史的

な大雪だったそうです。美唄の南部、私の住

んでいる峰延地区は、岩見沢と積雪量は変わ

らず、連日雪との闘いが続き、大変に苦労を

いたしました。被害状況も明らかになってき

ましたけれども、対応したこの豪雪に対し、

市担当者の労苦に対しては、感謝をいたして

おります。そこで、伺いたいのは、市全体の

被害額と公共施設と民間施設に分けて、対応

した経過を含め、被害額を伺います。 

 ２つ目は、ごみの最終処分場の現況につい
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てです。公共施設と民間を含めまして、樹木

等の枝折れや、幹がさける被害は膨大なもの

でした。燃えるごみの収集日には、樹木等が

山に積まれておりました。ごみ袋に貼るごみ

の処理券、１枚 80 円ですけれども、すぐ売れ

きりになったと。私の家は、20枚ほど使い切

ったという状況でした。この膨大な量をパッ

カー車で最終処分場に持ち込まれたわけです

けれども、樹木等を取り出して再利用という

のはできなかったものなのかどうかと。埋立

地の当初計画より早く満杯になるのではない

かというふうに大変心配しております。この

件につきましては、同僚議員からも質問があ

りましたけれども、樹木の再利用できなかっ

たのかを含めまして、この状況、現況につい

てお伺いをいたしたいと思います。 

 ３点目は、空き家条例の制定についてです。

空知総合振興局の調査では、大雪による建物

の被害は、４月末で管内 20 市町で合計 422 棟

になると言っておりました。倒壊した建物は、

所有者が解体をするなどの処理をせず、手つ

かずが残っております。市にも何棟かあるわ

けです。これを行政代執行などで強制的に解

体はできないものなのかどうか、条例の制定

が必要なわけであります。放置されているこ

の民間住宅という棟数が多くなればなるほど、

非常に危険な状況があるわけですから、この

条例制定に対する状況をお伺いをいたしたい

と思います。 

 ２点目は、秋まき小麦の廃耕面積について、

市の状況についてです。今年は、何度も言っ

ておりますけれども、記録的な大雪によりま

して、雪解けが遅れ、秋まき小麦の雪腐病が

多発し、いわゆる耕作を取りやめる廃耕が全

道で、５月 15 日現在、前年同期比が５倍の

2,301 ヘクタールに上がったと、これは、北

海道農業共済組合連合会が取りまとめた結果

が発表されておりました。北海道全体の作付

面積が 107,176 ヘクタールですから、占める

割合は、2.1％で、20 年間の確定値と比較す

ると、６番目に高い結果だそうです。そうい

う状況に、空知の管内が 1,301 ヘクタールと

突出している。作付面積に対する割合は 8.5％

にもなっております。また、空知総合振興局

は、これは農業改良普及センター等の調査で

すけれども、６月１日現在、空知管内の廃耕

は 1,180 ヘクタールとなり、最近では 2006 年

の 1,590 ヘクタールに次ぐ多さと発表してお

りました。空知管内全体の作付面積が 1 万

5,291ヘクタールですから、これは 7.7％に達

しており、調査時点が 15日間の違いがあった

にせよ、かなりの差がある結果となっており

ました。秋まき小麦が畑の積雪期間が 150 日

を超えると病気が発生し、生育不良となりま

す。作況では、空知総合振興局の発表では用

水形成期が１週間遅れ、例年より茎数が不足

し、その後の高温により、生育の回復しつつ

あるものの、収穫の大幅減が懸念をされてい

ると、そう答えておりました。心配なのは、

市の状況についてです。秋まき小麦につきま

して、次の点についてお伺いをいたしたいと

思います。 

 １つは、市の廃耕面積と、戸数、作付面積

に対する割合。 

 ２つ目は、廃耕後の作物と行政としての営

農指導の状況。 

 それから、３点目は、現在の生育状況につ

いてです。 
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 ３点目は、啄木の歌の「一握の砂」美国と

いえる停車場についてです。今年は、歌人石

川啄木が亡くなって、100 年になります。ふ

るさと岩手県の渋民村、これは、現在の盛岡

市ですけれども、没後 100 年に非常な盛り上

がりを見せているとのことです。啄木は、北

海道でわずか１年弱放浪の日々を過ごした後、

上京し、開花されましたが、１世紀前に綴ら

れた啄木のふるさとへの思いのメッセージが

今多くの心に響いており、私もファンの一人

として「一握の砂」とこれは竹輪書房で、全

集８巻が出されておるわけですけれども、一

通り目を通しました。なぜ、定例会質問に啄

木の歌を持ち出したのか、既に、美唄駅前と

ホームにも立派な歌碑があります。これです。

「石狩の、美国といえる停車場の柵に干して

ありし、赤き布片かな」石川啄木のこの歌で

す。この一説、美国の駅についてですけれど

も、美唄駅の間違いであるということは、広

く市民には認識をされ、伝わっております。

啄木の「第１歌集一握の砂」の一首ですが、

最近になって、亡くなって 100 年を契機かも

しれませんけれども、何か騒々しくなってき

ました。それは、美国というのは、美唄の駅

でないという節です。後志管内の積丹町に美

国はありますけれども、鉄道は通っておりま

せん。時、1908 年明治 41 年啄木は小樽から

釧路に向かう軌跡で岩見沢に、１月 19 日と

20日と２泊をしています。岩見沢駅長だった

義理の兄、山本喜三郎宅に泊まり１月の 21 日

に岩見沢駅午前 10 時半２番ホームから旅立

ち美唄を通過をいたしました。当時の駅は、

明治 24 年７月５日開業の近くでは、峰延と美

唄と奈井江の各停車場しかありません。その

時に車中で読んだ歌と思われていました。と

ころが、現在、美国を札幌近辺と説を唱える

方が多くなってきました。また、忘れがたき

人々は北海道の体験が、時系列に並べられて

いる。その前後からしてみますと、美国は、

札幌と小樽の間のどこかの停車場で読んだん

でないか。これは札幌啄木会の代表の説があ

りました。1911 年明治 44 年の北大寮歌ある

んですけれども、その歌詞として「藻岩の緑」

の歌詞に、「あわれ美の国石狩の」とある点が

強調もされているんです。いわゆる、それは

もう札幌周辺でないかということです。さら

には盛岡市の学芸員は、「赤い布切」の赤は啄

木にとっては命の象徴であると。特定の駅を

さしたものではない、自分は、北海道にこの

地で生きているというこの証を表現したかっ

たという説もあり、今、美唄駅をそれぞれ指

定をしている訳です。メロディーの前の市政

だより美唄をひもといてみますと、広報美唄

ですけれども、平成元年 12 月１日号の美唄由

来雑記では、「赤き布切」は、足の保温のため

のつまごの中に巻く赤ケットだ、美国は、美

唄の誤りであると解説をしています。これは、

もう啄木のみぞ知ると、こういうことになる

かもしれませんけれども、この美国は、何処

の駅か、色んな説を先程言いましたけれども、

こういう説を踏まえまして、是非、市長の率

直な考え方を、この辺でお伺いをいたしたい。

このように思います。 

 ４点目は、心のノートについて、教育長に

お伺いします。校内暴力や青少年の凶悪犯罪

が多発したと、そして、道徳教育に向けて文

部科学省は、14 年の４月から 7 億 3,000万円

さらに増冊 3億 8,000 万、合計 11 億 1,000 万
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という膨大な予算を公表いたしまして、全児

童全生徒に学校教育のいわゆる道徳教育の充

実ということで、心のノートを配付したわけ

です。私自身、心のノートが４冊にまたがっ

ておりますけれども、見たことがありません

でしたので、教育委員会学務課長にお願いを

し、すべてを読むことができました。この件

につきまして、次の点についてお伺いをいた

したいと思います。 

 心のノートについての要約した内容と、そ

れから、２つ目は、いつごろからの導入時期

だったのか、３つ目は、使用を強制する動き

があったと聞きましたけれども、それは事実

なのかどうかと、４点目は、実施後の成果を

どうとらえているか、この点です。 

 ５点目は、武道の必修化、柔道についてで

す。以前にも質問したことはありますけれど

も、その後、どう経過をたどってるかという

ことで、かかわる問題点につきまして、お伺

いをいたしたいと思います。今年の４月から

中学の新学習指導要領本格的に実施をされま

して、男女問わず、１、２年生の体育の授業

に武道が必修となりまして、市も柔道を選択

をしました。で、それに対応する柔道着等の

予算化もされたわけであります。しかし、実

施となると、危険性と向かい合わせですけれ

ど、課題も非常に多いわけです。注目すべき

は、中央審議会では、日本古来の伝統的な行

動と精神の復活を警鐘しつつ、技術的な指導

よりも伝説を重んじる精神の指導に力点をお

くという。つまり、「礼に始まり、礼に終わる。」

この精神を鍛えるということで、余り無理を

するなという、解釈に受け取りましたけれど

も、精神文化を教えはぐくむと言うまでには

何かほど遠い現状と思っております。さらに、

道教育委員会は、柔道の事故の危険性から、

技の形がしっかりできるまでは投げはさせな

いとまで指導方法を言い切っているんです。

課題は、全て解決済みと教育委員会は判断し

ているかもしれませんけど、次の点をお伺い

をいたしたいと思います。これは、もう既に

二学期から実施すると言っておりましたから、

実施されるのかどうか、２つ目は、衛生安全

の確保に問題点は多いのではないか。３点目

は、指導者の研修はどのように行われてきた

のか。４点目は、教師以外の外部指導者、こ

れはあり得るのか。５点目は、礼儀に始まる

んですから、日本の心を学ぶということにな

れば、体育の授業といえども、将来、将棋・

囲碁もこれも加えてもいいんでないかという。

率直な考え方、この点をお伺いします。 

 最後の６点目になりますけれども、いじめ、

不登校について、市の状況と対応についてお

伺いします。文部科学省は、学校基本調査と

問題行動調査これは毎年実施されているんで

すけれども、それを見てみますと、2010 年度

道内で 4,731件、前年度比 36.8％、と４割近

くも増えてきていると、1,000人当たりは 8.3

件に、これは大きく北海道は、全国を上回っ

ている程度の実態なんです。また、年間 30 日

以上欠席した不登校についても、小学校、中

学校で 1.8％減ったものの、高校では逆に

11.9％も増えている。全国平均の５倍近い伸

び率を連続して増加となってきている訳です。

いろいろ要因があると思いますが、生活不安

など情緒的混乱、無気力、また、いじめの原

因で不登校になる。こういうケースもあると

思います。親と学校とでは、要因分析はそれ
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ぞれしてるんですけど、何かズレがあるんで

ないかと。いろんなケースが指摘をされ、学

校は子どもの親の声を聞く姿勢が必要で、学

校だけで抱え込まずに親の責任もあるわけで

すから、学校と親などとの連携をさらに深め

て、解決の方向を見い出していかなければな

らないのではないかと思ってます。文部科学

省が、不登校経験者を対象に、大規模な追跡

調査を平成 10 年から 11 年にかけて連続して

実施をいたしました。まだ、その結果等は公

表されておりませんけれども、先に述べまし

たように、いじめが８万件、不登校を 11 万件

にこれも年々ふえている現状では、迅速な対

応が急務であるというふうに思っているわけ

であります。そこで、数々の取り組みについ

て実施していると思われますけれども、お伺

いしたいのが、１点、昨年の４月から本年３

月までのいじめの美唄市の不登校の件数、そ

れから解決に向けての対応状況。３点目は、

不登校は 30 日以上欠席したということにな

ってますけれども、30 日の根拠、この点をお

伺いをいたしたいと思います。以上、この場

の質問といたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 森川議員の質問

にお答えいたします。 

 初めに、大雪被害の実態について、ごみの

最終処分場の現況についてでありますが、豪

雪により折れた樹木等がパッカー車によって、

運び込まれた量については、他の可燃ごみと

混合されているため把握できておりませんが、

樹木等を直接搬入している量につきましては、

約 70 トンとなっております。なお、再利用に

ついては、樹木を破砕後、チップ材とする方

法がありますが、運搬費用等処理費が１トン

当たり約 1万 3,000円と高額になることから、

埋め立て処理をしているところでございます。 

 また、このことから、現在の処分場の計画

期間は平成 33年度となっておりますが、埋立

量が増加することから、埋め立ての計画期間

が短縮になると予想されます。 

 次に、空き家条例の制定についてでござい

ますが、条例の制定につきましては、本市の

場合、所有者が市外転出や死亡等により改善

措置や指導、勧告、命令等は、実際できない

ものと考えられますが、全国的には、市によ

る行政代執行を含めた条例が制定される動き

が出てきており、今後、近隣の自治体とも情

報を交換しながら条例制定も含め、空き家対

策について検討してまいりたいと考えており

ます。また、管理放棄された建物については、

防災、防犯、景観上の観点から、地方自治体

が解体撤去等を弾力的に対応できるよう法整

備を行うとともに、その費用についての財政

措置の拡充を国に要望したところであります。

なお、昨年の消防査察の結果では、空き家等

が 1,175 戸となっておりますが、大雪で倒壊

し放置されている民間住宅の棟数については、

全体は把握してないところでございます。 

 次に、秋まき小麦の廃耕状況についてであ

りますが、５月末時点での廃耕見込み面積は

411ヘクタール、戸数は 144戸となっており、

このことによる廃耕割合は、20.7％で、また

廃耕に伴う他作物への転作割合は、大豆へが

60％、緑肥へが 26％、春まき小麦へが７％な

どとなっております。このことにより、今年

の作付予定面積は、秋まき小麦が 1,498 ヘク

タール、大豆が 1,343 ヘクタール、春まき小
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麦が 341 ヘクタール、緑肥が 276 ヘクタール

などとなっております。廃耕に至るまでの技

術指導としましては、空知農業改良普及セン

ターや農協が生産者に対し、融雪剤散布によ

る融雪促進や追肥量の増による茎数確保を指

導してまいりましたが、茎数の少ないほ場に

ついては、廃耕とせざるを得なかったところ

であります。秋まき小麦の生育状況は、空知

農業改良普及センターが６月１日現在でまと

めた調査結果では、生育は３日遅れまでに回

復しているものの、平年に比べ草丈が短く、

茎数も少ない状況となっております。 

 次に、啄木の歌「一握の砂」について、美

国といえる停車場の解釈についてであります

が、第１歌集の「一握の砂」の一首である石

狩の美国が何処の駅を指すのか、啄木ファン

の間では、今も謎となっているところであり

まして、さまざまな解釈がなされているとこ

ろであります。また私といたしましては、啄

木が読んだとされるこの歌が美唄であってほ

しいと思っており、この歌で、市民の皆さん

が美唄に対する郷土愛をより一層、深めてい

ただきたいと願っているところでございます。

なお、大雪被害の市の実態につきましては、

総務部長から答弁させていただきます。私か

らは以上です。 

●議長内馬場克康君 総務部長。 

●総務部長市川厚記君 大雪による市の被害

実態につきましては、私から答弁をさせてい

ただきます。 

 公共施設の被害状況としましては、農業被

害では７件、被害額は 8,276 万 1,000 円、建

築土木被害では48件、被害額は2,571万8,000

円、民生被害では 12件、被害額は 220万 6,000

円、衛生被害では４件、被害額は 1,636 万

3,000 円、商工被害では６件、被害額は 167

万円、教育被害では 44件、被害額は 2,309 万

円、その他被害では３件、被害額は 246 万

6,000 円となっており、公共施設被害の合計

は 124 件、被害額は 1 億 5,427 万 4,000 円と

なっております。ビニールハウス等の民間営

農施設の倒壊等は 1,132 件、被害額は 1 億

2,963 万 1,000 円なっており、公共施設と民

間営農施設の合計で 1,256 件、被害額は 2 億

8,390 万 5,000 円となっております。民間住

宅等の被害については、被害額を含め、全体

を把握しておりませんが、現在、建設関連団

体を通じ、市内における被害復旧等の受注状

況について調査をお願いしているところであ

ります。なお、豪雪により、本市が発行した

罹災証明については、住宅は、全壊９件、半

壊２件、一部損壊 23 件、計 34 件、倉庫等は

全壊 15 件、一部損壊５件、計 20 件で、住宅

倉庫等合計で 54件となっております。以上で

ございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君（登壇） 森川議員の質

問にお答えします。 

 初めに、「心のノート」についてであります

が、「心のノート」は児童生徒が身につける道

徳の内容をわかりやすく表し、道徳的価値に

ついて自ら考えるきっかけとなる。また、道

徳の時間を始め、学校の教育活動のさまざま

な場面で使用すると共に、児童生徒自らが書

き込んだり家庭で話題にしたりするなど、生

活のさまざまな場面においても活用すること

ができるものであり、平成 14 年度に導入され

ております。次に、「心のノート」の活用につ
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いてでありますが、各学校においては、道徳

の全体計画が作成され、それを基に道徳の時

間を中心にした年間指導計画が策定されてお

ります。その中で学年ごとに示されている内

容項目や児童生徒の実態にあわせ、補助教材

として「心のノート」の活用は計画されてい

ます。教育委員会としましては、全国的に発

生している子供にかかる痛ましい出来事など

も踏まえつつ、児童の発達段階、特性等を考

慮した創意工夫ある指導が行われるよう各学

校に指導を行っているところであります。道

徳教育については、道徳の時間をかなめとし

て、学校の教育活動全体を通じて、命の尊さ

や、人とのかかわりの大切さ、社会とのかか

わりの大切さを学び、自ら考える取り組みと

して、児童生徒を育成する上で大変重要なこ

とであります。また、道徳心の涵養や規範意

識の育成は、学校のみではなく、家庭、学校

と家庭が連携して取り組むことが望ましいと

考えております。そのため、「心のノート」は、

道徳の補助教材として児童生徒が自らの考え

を書き込みながら、自らを見つめ、自らの行

動を振り返り、道徳性や規範意識を学び、道

徳的価値について考えるきっかけとして理解

を深めていくことが出来るものと考えており

ます。 

 次に、武道の必修化、柔道について、武道

の実施についてでありますが、中学校におけ

る武道の導入につきましては、本年度から中

学校で新学習指導要領が完全実施され、本市

では、柔道を選択したところであり、昨年度

先行実施した峰延中学校を含め、秋以降の実

施となります。柔道の授業実施に当たっては、

安全性に十分配慮しながら進めていくことが

必要であり、北海道教育委員会や関係団体と

の連携により、指導体制の充実に努めていく

こととしております。また、柔道着につきま

しては、保護者負担の軽減に配慮し、教育委

員会で購入して各学校に必要数を配備してお

り、これを生徒に貸与し、貸与期間中は自主

管理によって衛生面に留意し、使用してもら

うこととしております。指導者の研修につき

ましては、体育担当教諭に対し、北海道教育

委員会が実施する研修会を積極的に受講させ

ると共に、美唄柔道連盟との連携による外部

講師の導入を図ってところであります。新学

習指導要領において武道を必修とした狙いは、

我が国の伝統的な武道を学ぶことにより、相

手を尊重する精神や我が国の文化や伝統を身

につけることはもとより、これからの国際社

会において世界に生きる日本人としての誇り

や自身を身につけることを目的として、体育

の教科の中に取り入れたものであります。 

 次に、いじめ、不登校について、本市のい

じめ等の実態についてでありますが、平成 23

年度におけるいじめのケースについては、小

学校７件、中学校 27 件となっており、不登校

児童生徒数については、小学校５名、中学校

26名となっております。次に、対応状況につ

いてでありますが、いじめにつきましては、

教職員間で実態の把握等、対応の共通理解を

図り、児童生徒本人の心に寄り添う相談体制

を築くとともに、道徳の時間や学級活動での

指導を通じて、いじめを許さない風土づくり

やいじめられた児童生徒の心に寄り添う指導

の取り組み、児童生徒が自らの問題として、

考えるための児童会、生徒会での取り組み、

さらには、保護者ＰＴＡと連携した取り組み
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を進めているところであり、必要に応じてス

クールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカー、児童相談所といった関係機関とも連

携しながら、いじめの解消に努めております。

また、いじめの早期発見、早期対応として、

各学校においては、児童生徒へのアンケート

の実施や面接、日記を活用した取り組みが行

われており、いじめは絶対にしてはいけない

という意識の育成にも努めてるところであり

ます。その結果、平成 23年度においては、す

べてのいじめが解消されております。次に、

不登校児童生徒の対応につきましては、主な

理由として、集団不適応、無気力、複合型と

なっており、生徒指導にかかわる校内委員会

で組織的に取り組むと共に、担任を中心に家

庭訪問や電話連絡による粘り強い取り組み、

放課後の登校や保健室登校といった登校場所

の確保など、学校との接点づくりに努め、さ

らには適応指導教室への学校復帰を目指した

対応、スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカーのほか電話等での相談体制を

整えているところです。なお、不登校とする

欠席日数につきましては、学校基本調査にお

いて、年度内に連続または断続して 30日以上

欠席した場合を長期欠席としております。以

上で、ございます。 

●議長内馬場克康君 ６番、森川明議員。 

●６番森川明議員 それでは、自席から、意

見等も含めまして、再質問いたしたいと思い

ます。 

 １点目の大雪の被害の状況ですけれども、

公共施設、民間施設をあわせて、1,256 件の 2

億 8,390 万 5,000 円との答弁でした。民間住

宅の被害は、今、調査中ということですけれ

ども、さらにそれが加わりますと、被害額が

増えることであると思ってます。岩見沢市も、

ここに広報がありますけれども、かなり、記

録的な大雪被害ということで、それぞれ載せ

ておりますけれども、岩見沢市は、6 億 7,000

万円と、美唄の、約２倍以上も被害があった

という現実があるわけですけれども、全く、

その一面を見ましても、受難の年であったと

いうふうに思っております。緊急性を考慮い

たしまして、公共施設等の被害復旧に迅速に

ひとつ対応していただきたい、このように思

います。 

 ２点目の、ごみの最終処分場の現況につい

てですけれども、とにかく大量にごみが出さ

れましたので、最終処分場は、これも同様な

同僚議員からも質問あった経過がありますけ

れども、大丈夫かということを常に心配をし

ていました。また、地域住民からも、もう満

杯で捨てるところがないんでないかと、若干、

大げさな表現ですけれども、そういう意見も

数多くあったことも事実です。岩見沢市の場

合は、お聞きをいたしますと、樹木等は、美

唄と違って生ごみと一緒でないということで

すから、美唄はパッカー車に一堂に会して詰

め込んでいるというような状況があるわけで

すけれども、岩見沢市の場合は、樹木等は別

に保管をし、産廃業者で再利用しているとい

う事を伺ったわけでございまして、その点を

考えてみますと、美唄の状況どうかなという

ことを質問として取り入れたということでご

ざいます。確かに美唄の場合は、分別は不可

能であったと、また、直接搬入をされた量は、

答弁では、確か 70 トンと言っておりました。

この 70 トンについても再利用が出来ずに埋
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め立て処理をしたということでした。お聞き

をいたしますと、平成 33年で満杯になるとい

うこともお答えとして伺っておりますので、

今後さらなる対策が必要になってきているの

ではないかというふうに思われております。 

 ３点目の空き家条例の件につきましては、

空き家等は、1,175 件ということで回答ござ

いました。以前も定例会で、この種の質問も

多く出た、こういう経過があるわけですけれ

ども、今回の大雪によって、倒壊したのが増

えてきてるという事で、この条例というのは、

やっぱり必要でないかというふうにも思われ

るわけであります。滝川が既に条例が設置さ

れたという事で、また、北竜町、三笠市、こ

の間の新聞で見ますと、歌志内も検討に入っ

ているということをお伺いをいたしておりま

す。また、相続放棄した不在家屋は老朽化を

して全く危険です。周囲の環境への悪影響も

あるわけですから、全国的な統一ルールとい

うのをやはり、立法化措置が必要でないかな

というのを考えているんです。その辺のあわ

せて取り進めを願いたいというふうに思って

おります。 

 それから、２点目の、秋まき小麦の廃耕面

積の関係は、今回の農作物の中で特に秋まき

小麦ということで重点的に美唄市の状況をお

聞きをいたしました。また、詳しくお答えを

いただきました。廃耕見込みが 411 ヘクター

ルで、戸数は 144 戸あると、廃耕割合は、

20.7％と、これは相当な数に上がってるって

いうことであります。私は、これに伴って転

作物の転作というのは大豆一辺倒ではないか

なと、思っておりましたけれども、大豆が 60％

で、緑肥が 26％、春まき小麦に７％、また、

その他に７％という実態を知ることができま

した。秋まき小麦の作付面積は、1,298 ヘク

タールであります。生育状況の遅れも今、お

答えですと、３日まで回復をしたということ

でありますが、草丈が短く茎数が少ないとこ

ういう現状では多くを望めないのではないか

というふうに感じ取ってるわけです。この間、

北海道新聞に、独立行政法人北海道農業研究

センター畑作部は、十勝の芽室にあるんです

けれども、その芽室の研究員の方が注目すべ

き点を申しておりました。いわゆる秋まき小

麦ですけども、春の高温と夏の高温が重なっ

たときいわゆる二重の条件の連動と、そうい

う表現を使っておりましたけれども、これは、

不作になるという調査の結果が出されており

ます。データも色々あるようです。春に、生

育が遅れると、夏の暑さで葉と穂の登熟期間

と重なって、実が細くなって停止終了になる

と、結論的にはそういうことなんです。対策

としては、融雪剤散布とか農作業を早目に行

うと。もともと暑さには、麦は弱いわけです

から、高温に対する対応できる北海道の麦の

品種開発を今、鋭意努力をしてるということ

ですから、これは見守っていきたいなという

ふうに思ってるわけであります。５月 31 日に

は道農協畑作青果対策本部が道内の秋まき小

麦が、11万 1,500 ヘクタールと位置づけ、全

道 9 万 4,627 ヘクタール、空知は 1 万 3,790

ヘクタールという指標です。これが示されま

したけれども、なかなか現実としては減って

きておりますので、厳しい状況にあるわけで

す。今後とも農業改良普及所と連携を密にし

ながら、生産者に対する技術営農指導を１つ

強めていただきたいというふうに思います。 
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 ３点目の、啄木の「一握の砂」です。美国

は、美唄ではないという説、市長も、率直に、

考えをお伺いしましたところ、この歌が美唄

であってほしいという思い、これは、全く同

感です。実は、質問の中でちょっと触れたん

ですけれども、理由付けの１つに、「啄木短歌

の世界」の冊子によりますと、系統番号が出

ているということなんですが、市長もご存知

のことと思いますけど、例えば、有名な 315

番は、「函館の青柳町こそかなしけれ 友の恋

歌矢ぐるまの花」と、これが 315 番です。次

に、函館で歌った、倶知安で歌った、その後

に、341番目に、「石狩の美国といへる停車場

の 柵に乾してありし 赤き布片かな」、これ

があるんですよ。早すぎますね。あらっと思

いました。そして、342 番目に、これも有名

なんですけれども、「かなしきは小樽の町よ 

歌ふことなき人人の 声の荒さよ」、それが、

美国の次に小樽が出てきてると。そして小樽、

札幌読んだ後に続き、364番目として、「みぞ

れ降る 石狩の野の汽車に読みし ツルゲエ

ネフの物語かな」、これは、おそらく札幌周辺

を歌ったということに載せられておりました。

370 番が先ほど言いましたように、２泊した

岩見沢でも歌を歌ってるんです。「乗合の砲兵

士官の 剣の鞘 がちゃりと鳴るに思ひやぶ

れき」、こういう歌ですけれども、これは岩見

沢の 370 番。そして 376番に、「空知川雪に埋

れて 鳥も見えず 岸辺の林に人ひとりゐ

き」、これもおそらく条件を見ますと滝川付近

ではないかなと判断もするんですけれども、

時系列に並べますと、確かに、ちょっと、札

幌近郊か、小樽近くの駅か、と言ったらそう

かなという説得力もあるというふうになるか

もしれません。また、明治 44 年、1911 年の

北大寮歌藻岩の緑の歌詞には「あわれ美の国

石狩の」というのも、やっぱりありました。

これは当時は、札幌近辺を美国と称していた

ということ。そういう説もありました。です

から、美唄ではないというのも、濃厚である

ということです。また、さらに赤いきれは、

啄木は、命の象徴であって特定の駅ではない

んだと、北海道は、自分が生を実感をしてい

る、これを表現として、赤い布片ということ

で歌っているんだという。これは、東北、盛

岡の石川啄木記念館の学芸員の説もあるんで

す。広報美唄はメロディーの前身ですけれど

も、平成３年 12 月１日号の美唄由来雑記によ

りますと、石川啄木と北門新報の件に触れて

おります。北門新報が自主的な経営者が美唄

のその前身、沼貝村の桜井良三氏だと、桜井

氏と啄木がその場で面接していれば、美唄の

停車場の名が間違えることはなかったんでは

ないかというふうに述べられているわけなん

です。先の「赤き布片」これも、足の保温の

ための赤ケットであるということもこの上、

記述をしているわけです。26歳２カ月で亡く

なった天才です。石川啄木は、車中で歌われ

た歌、この一節「美国」は、謎に包まれてお

りますけれども、調査をするうちに何か違い

はあるのかなという感じも一瞬よぎりました

けれども。「美国」は、あくまでも美唄の間違

いであるということを私は、信じております。

以上、市長の関係つきましては、質問のお答

えはいりません。感想を述べたということで

ご理解してください。 

 次に、４点目の「心のノート」についてで

す。これらの４冊は、小学校の１、２年用、
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３、４年用、５、６年用、そして中学生用と、

４冊になっておりまして、21年度の改訂版と

いうことで読ましていただきました。快く見

せていただきました教育委員会には感謝して

おりますけれども、内容を要約して見ますと、

非常に、一つずつ見ていますと、感銘を受け

た内容もあるんですよ。いわゆる心に響くと

いう、「道」という文章だとか、または、あの

「初めの一歩」だとか金子みすずの詩も載っ

ているとか、全体的なレイアウトを見てみま

すと色合いも大変よろしいと。心に響くもの

もあったという事も事実でございます。いわ

ゆる道徳的なこれが歌詞なのかなというよう

な、考えさせられる一面もあったんですけど。

反面、やっぱり理解しがたい面もありました。

５、６年生用ページ、52ページには、相田み

つをも載っとります。「寄り添うこと、分かり

合うこと」ということで、「瀬戸物と瀬戸物の

ぶつかり合い」ということで、最後、「柔らか

い瀬戸物」というのはあるのかなという感じ

もしております。また、相田みつをの独特な

字ですね。文字、これがひん曲がっておりま

して、こういろいろある。児童に、どう心を

捉えているのかなと、不思議な面も持ちまし

た。また、同じく５、６年生用の 74ページに

は、節義という漢字、難しいこれなかなか読

めない字が出ていると。これについても、そ

の何も解説なく、そういう難しい漢字がぽっ

と現れてきている。それとまた同じく、５、

６年生用の 62ページの「命を惜しむ」とこう

いう欄で奇跡に近い当たり前という事で、命

は奇跡を結びつけているんだと、生きている

んだと。生きていることが奇跡といえると、

ここが何か結びつかないんですよね。あれっ

ていう感じを持ちました。表現としては、何

か変でないかなということを思いましたし、

中学生用の 124 ページには、我が国を愛し、

そして発展を願うと日本を愛することが狭く

て排他的な自国賛否であると、そう思うかな

と感じとしましてもその解釈の難しさを感じ

ましたし、28 ページには、その世界の平和と

いうというのが載っていました。ＮＰＯ、Ｎ

ＧＯボランティアと載っているんですが、全

く解説がされていないという、この辺も、ち

ょっと理解に苦しむ位置もあった。いずれに

しても、「あのね、こんな道徳の勉強をしてる」

とか、「道徳の時間を見つけるのが必要だ」と

か、「道徳の時間を気にせずどう感じている

か」と。それぞれこの四角に書く欄がありま

して、何かその書かせるための教材というこ

とで、はっきりいうと担当する先生も大変だ

なというような感じを受け取ったわけです。

といいますと、実は、平成 15 年の第１回定例

会とその時の特別委員会、この場で質問に「心

のノート」があるということで、ひもといて

みました。議事録を見たわけであります。当

時の米田議員は、「心のノート」これにつきま

しては、質問に対して、当時の井村指導主事

の答えです。教科書でも副読本でもないと、

教材である。ただ、この活用には、強制であ

ってはならないと。これは、文部科学省の基

本的な考え方であるという。また、特定の価

値観を子どもたちに押しつけるということは、

どちらにせよやはり教育の本来のあり方でな

いというふうに考えております。「心のノー

ト」の活用については、学校の方でも、そう

した部分でこうした心の教育の活用につきま

しては、学校の方にもそうした部分のあり方
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につきまして、指導、助言をしながら適切に

対応してまいりたいと。そのまま書きました

けれども、そう指導主事は答弁をしておりま

す。さらに週刊誌で「週刊金曜日」というの

が出されています。これは、教育庁が目通り

しております。これと思いますけれども、「週

刊金曜日」の 2003 年の６月６日 462号に「心

のノート」の作成担当者これは文部科学省の

京大調査官ですよ。柴原弘志さんという方。

この方は、学校や先生によって道徳の内容や

時間数がばらばらという実情があり、「心のノ

ート」を使うか使わないかは現場の自由で、

道徳の学習指導要領は、イラストや写真を使

ってわかりやすくしたものがこの「心のノー

ト」であり、これをベースに道徳の授業を行

うことは、文部科学省としては考えていない。

ここまで言い切っているんですよ。教科書に

も副読本でもなく、活用に介しては、ノート

集は強制はあってはならないということも駄

目押して書いておりました。先程、担当する

先生も、これまた大変だなということを申し

ましたけれども、「心のノート」は児童生徒が

主体的に自ら連続性を育んでいける教材なの

か、心理学の専門家が創ったノートなんです。

小中学生の道徳の時間、平成 14 年から週５日

制となり、祝日も多くなってきたと、授業時

間が減ってきてる中で、どのように協力し合

い、時間を確保するのか。先生も多忙化と合

わせまして、指導面ともいろいろ意見がある

というふうに思っております。校長のリーダ

ーシップのもとに、命の大切さ等の指導方法

も最終的には、教える先生の責任にあるとい

う事になっているのではないでしょうか。こ

うあるべきかという、内容一つ一つノートに

記すことになるわけですけども、もっと自由

な必要性、何かこの押しつけというような感

じを全体的な意見として、私は受け取りまし

た。そこで、質問なんですけれども、「心のノ

ート」の現状につきましては、あくまでも補

助教材で教科書でも副読本でもないという位

置付けですか。また、文部科学省も先ほども

触れましたが、作成担当調査官は、「心のノー

ト」をベースに道徳の授業を行うことは考え

ていないと発言をしてるんです。このことか

ら、使う使わないかは現場の判断と理解して

いいのかどうか。さらに活用の強制に関して、

過去に、このようなことがなかったのか、あ

ったのか。そういう点についてもちょっと触

れていただきたい。このように思うわけです。 

 ５点目の、武道の必修についてですよ。２

学期からと、秋からという、表現のお答えで

した。これはもう実施せざるを得ないという

のが本音でないかというふうにみております

よ。衛生面で柔道着の洗濯等、また、保護者

負担もありますし、安全対策は万全とは言え

ません。実に多くの方が事故で亡くなってい

るんです。重い腰を上げまして、公立学校教

員採用候補者選考に保健・体育の教員にこう

いういわゆる実技に新たに今度、武道が加わ

ったようです。また、研修会、体育教師も積

極的に受講させる、しかしながら、短期間で

実技をマスターするのは大変でないかと思っ

てますよ。実は切って持ってきたんですけれ

ど。「月間武道」というのがあります。「心技

体人を育てる総合誌武道」を教育長は読んだ

ことがありますか。この武道という財団法人

日本武道館の発行で、これが宝くじの社会貢

献の広報事業の助成で受けてる本なんです。
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しかし、それでありながら、月 530 円の有料

であると。なかなかこの本どこから出してい

るのかなというチェックしてみますと見付か

らなかったんですが、岩見沢の図書館で毎月

出されて並んでおりました。その中で、内容

を見てみますと、教育勅語ですよ。に、学ぶ

と。これ天皇が国民に対して発表する言葉で

す。道徳論が国を変えていくという高い理想

を進められている。ですから、中学校の武道

必修化完全実施、この高く評価をしているん

ですよ。雑誌にもいろいろの種類があります

からね。これをわからないことがないという

ふうに判断しますけれども、その何かその必

要性というのが武道の必要性が本当の押し付

けでないのか。という感じが強く思って読め

ば読むほどすっきりしなかったと。こういう

実態です。ですから、何度も言うように、安

全対策というのをもっともっと目を向けるべ

きだというふうに思っております。文部科学

省スポーツ・青少年局は、柔道について、安

全対策の中で事故の環境をちょっと触れてま

すよ。事故の危険性が高い大外刈りや、体落

などの技についてはすべての生徒に経験させ

るわけではないと説明してるんですよ。道教

育委員会についても必修で、未経験者の体育

教師が教えるのが心細い投げ技や固め技を完

全に指導できるようになるのは難しいと、こ

こまでこれ言い切っているんですよ。ですか

ら、文部科学省は、生徒の程度に応じてそれ

ぞれの技能を見極める力を教師の短期間の中

で研修に見つけるのは至難の技であると。こ

ういうコメントもあるんです。安全確保に関

して国のやる制度もないと。むしろ研修その

ほうがおかしい。必修されなかったんですよ。

今回の必修そのものがおかしい感がする。受

身ばかりの練習で終わらせようと。ですから、

伝説もなにもあったもんじゃないですよ。ご

ろごろ転んだその受身だけで終わったのかと。

私はあえて最後に載せましたね。質問の中で。

将棋・囲碁も体育の授業とはちょっと相反す

るっていう感じがあるかもしれませんけど、

将来的とあえて加えました。といいますのは、

先ほど言いましたようなこの武道の中にも将

棋があるんですよ。いわゆる礼に始まり、礼

に終わる。心を学ぶ。ですから、将棋・囲碁

もやっぱり将来的には、考えたことに、非常

にいわゆる中学校生徒ですか、入りやすい項

目でないかなというふうに思っております。

そして、武道となるとどうしてもその勝ち負

けにこだわる。そうは、いかないわけですよ。

そこで、実施に関わる問題点について再度質

問をいたしたいと思います。平成 22 年までに、

過去 28 年間の中学と高校の授業や部活動で、

114人が死亡してるんですよ。114 人も死んで

ると、安全を確保するための制度であり、一

定の基準等がこれは絶対必要なんです。また、

実施に当たって畳や壁等の安全対策は万全な

状況になっているのかどうか。安全に、授業

を進めるために道教育委員会は、危険な投げ

技をしないとまで考え方を示してる。そうい

った柔道の根本につながる技の指導を避けて

まで実施すると、何の意味もないんでないか

というふうに思います。さらに外部指導者の

招聘を進めているというその人たちの講師と

謝礼の考え方はどのようになっているのか。

最後にふれましたけれども、将棋・囲碁の導

入については、全く答えがないという現状で

す。将来展望を込めてどのようになってるの
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かをお伺いをいたしたいと思います。 

 最後の６点目いじめ、不登校についてです。

市の件数の多さに、これ増えているんですね。

この間新聞に掲載されていましたけれども、

大人の世界でもいじめが今、非常に横行して

いるという、職場でいびられた、仲間はずれ

にされたと。口をきいてくれない。何をやっ

ても注意を受ける。こういうパターンはね、

子どもと同じように思われます。ただ大人の

いじめはストレートな形で来るんですから、

ストレートな形でこないことが多いというこ

とですので、陰湿という表現が当たっている

と思います。児童生徒の場合、いじめの叫び

声です。大人に聞こえてくるのかどうか。こ

れがなかなかね、やっぱり学校が、先生が、

友達が、果てはおばあちゃんが甘やかすから

だとなるのですよ。そこで、そういうことを

思っているうちはいじめなんて、不登校も解

決しませんよ。これは、先生方本当に悩んで

いますね。そのためには、広い視野を持たせ

ようとする先生も保護者も地域の大人たちも

ゼロに向けての対策を責めていかなければな

らんと。視野が狭いと申しました。閉塞感に

陥って、仲間の間でも意識が内向きである。

そして、どうしても、じめじめ陰湿になって

きつつある。どうすべきか、物質的に単に報

酬という言葉があります。こういう時代、い

わゆる欲しいものは次から次へと買い与える

今、経済状態が違うから、若干、変わってき

たかもしれませんけども、そういう時代に入

って、その意欲も暮らしぶりも次々と欲しい

物を与えてるっていう事で、荒廃化している

のではないか。ですから、物質的に恵まれて

いるから、満足している子どもたちはそうい

うわけではないです。児童生徒を、狭い世界

から引っ張り出すために好奇心が旺盛なので

そこを引きだしていく、ここが必要だという

ふうに思ってる。答弁では、いじめ、平成 23

年度において、すべてが解消されたというお

答えをいただきました。これは取り組みの成

果です。不登校、これは断トツに高校生に多

いわけです。不登校を起こさせない、学校は

有意義な場所であるという自覚、人間関係を

重視し、暴力は絶対に許さない。また、常に

親とそうであれば連携をとりつつ、対応し、

何事も毅然たる態度で対処すると学校生活に

魅力を感じる集団で学ぶことの意義。こうい

うのを見い出せるように、努力をしていかな

ければならないというふうに思っております。

そこで、再質問の関係ですけれども、答弁に

ありました不登校に、児童生徒に対する学校

復帰に向けた教室として設置している適応指

導教室についてです。これらの運営内容と昨

年度の通級児童生徒、この状況について、お

伺いをいたしたいと思います。いじめのない、

不登校の出ない、よりさらなる対策を教育委

員会として努力を期待いたしまして、再質問

を終わります。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。初めに、「心のノート」の活用につ

いてでありますが、「心のノート」は、道徳教

育の充実を図る観点から、道徳的価値につい

てみずから考えるきっかけとして、理解を深

めることができる児童生徒用の道徳教材であ

り、補助教材として作成されたものでありま

す。 

 次に、学校における対応についてでありま
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すが、平成 23 年３月の文部科学省の通知にお

いて、「心のノート」や「小学校道徳 読み物

資料集」などを組み合わせた教材を作成し、

児童の発達段階や、特性を考慮した創意工夫

ある指導がなされるよう求められてるところ

であり、教育委員会といたしましても、各学

校において学校や児童生徒の実態、地域の特

性に応じた指導が行えることが、望ましいと

考えております。 

 次に、これまでの活用状況についてありま

すが、年間指導計画に沿った活用、あるいは

全国的に発生した子どもたちにかかる痛まし

い出来事を繰り返さないためにも、時期を得

た活用を図られ、校長をはじめ、教職員がさ

まざまな教育活動を通して命の大切さや尊さ

を考えさせる取り組みを進めるよう指示して

いるところであります。 

 次に、柔道の実施についてでありますが、

初めに、安全な指導についてでありますが、

北海道教育委員会では、指導にあたっての基

本的な考え方や指導案などを示すと共に、体

育担当教諭に対する研修の充実にも努めなが

ら、北海道柔道連盟や北海道警察に対し、市

町村教育委員会への協力要請を行うなど、安

全に指導が進められるよう準備を行ってきて

るところであり、事故防止の徹底に努めてま

いりたいと考えております。 

 次に、具体的な指導についてでありますが、

北海道教育委員会では、大外刈りなど、事故

につながる危険性が高い技の指導上の注意点

に関する資料を作成し、各学校に通知をして

るところであります。また、指導に当たって

は、習熟度に応じた、段階的な指導の工夫を

行うこととされており、最終段階では、ごく

簡単な試合も組み込むこととしております。 

 次に、外部指導者についてでありますが、

美唄柔道連盟から学校支援地域本部事業にボ

ランティア指導者として登録いただき、交通

費程度の謝礼を支払っているところでありま

す。 

 次に、将棋・囲碁についてでありますが、

新学習指導要領では、武道について礼節を重

んじ、伝統的な行動の仕方を見守るとともに、

技ができる味わいは、楽しみを味わい、基本

動作や、基本となる技ができるようにするこ

とにより、体力を高め、心身の調和的発達を

図ることとされております。将棋や囲碁は、

このねらいにはつながらないものと考えてお

ります。 

 次に、適応指導教室についてでありますが、

不登校児童生徒の学校復帰に向けた教室とし

て、本市と奈井江町、浦臼町の３市町共同で、

平成８年度から本市役所４回に設置しており、

受け入れを行っております。教室においては、

本人の主体的な学習を優先し、やる気と自信

を培う指導とともに、本人、保護者の悩みを

受けとめられるよう、相談体制にも配慮をし

ているところでございます。昨年度は、小学

生２名中学生 13 名、合わせて 15 名の入級が

あり、このうち小学生２名中学生３名の５名

が、学級復帰を果たしたところでございます。

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ６番、森川議員。 

●６番森川明議員 一言だけ、言わせてもら

います。何度も同じことを繰り返すのはいか

がというふうに感じております。ただ、今の

答弁の中でもその柔道に関しては、実施する

に当たっては、例えば、畳や壁の関係はどう
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だかと聞いたんですけれども、答えはないう

ちに進んできていると、そういうような状況

ですし、それから、二度聞きましたけども、

「心のノート」をやる活用の強制についてで

す。過去にそのようなことがあったのかどう

かと、これはなかなか答えづらい一面もある

かもしませんけども、全く触れられていない

とこういう状況があるんです。そこで、質問

者の判断ですけれども、答えがなかったとい

うことは、「心のノート」の強制はなかったと

いうふうに理解してますよ。少し長くなった

質問になりましたけれども、一つ付け加える

ことがあればお願いいたしまして、これで私

の質問は終わりたいと思います。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長安田昌彰君 森川議員の質問にお答

えします。 

 はじめに、柔道の設備等の関係でございま

すが、柔道の実施につきましては、各学校体

育館を使い、畳に代わる柔道用マットを用い

て、十分な広さを確保した中で実施すること

としています。 

 次に、心のノートでございますが、教育委

員会といたしましては各学校において児童や、

学校や児童の実態、地域の特性に応じた指導

が行えることが望ましいことと考えておりま

す。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

 13 番土井敏興議員。 

●13 番土井敏興君（登壇） 平成 24 年第２

回市議会定例会にあたり大綱４点にわたり市

長にお尋ねをいたします。 

 まず、大綱の１点目は、行財政問題につい

てでありますが、この度、平成 23 年度の各会

計の決算の概要が明らかになったところであ

りますが、依然として低迷する景気のもと、

地域経済の落ち込みや少子高齢化の加速や、

人口の減少等により、あわせて財政健全化と

いう難題を抱え、厳しい局面の中で市長を先

頭に市民各層の協力を得ながら、職員の皆さ

んの努力により、一般会計について黒字決算

になったことにつきましては、率直に評価を

させていただくところであります。髙橋市長

におかれましては、昨年７月に就任以来、市

長として直面する厳しい課題が山積するなか、

間もなく１年を迎えることになるわけであり

ます。この間、執行に当たってきたなかで、

さまざまなことがあったと思いますが、振り

返って、まず率直なご感想をお聞かせをいた

だきたいと思います。また、市長は深い思い

のもと掲げてこられた公約に沿って、日夜ご

奮闘されてきたところと思いますが、実現に

向け取り組まれてきた内容の経過や状況、あ

るいは評価も含めて、特筆すべきことがあれ

ばお聞かせをいただきたいと思います。一方

では、新しい発想のもとに果敢に挑戦をされ

てこられてきたなかにおいても、硬直しつつ

ある財政状況の中で、数々の課題も見えてき

ているものと推察をするところでありますが、

これらを踏まえて、今後どのような政策、施

策の展開への取り組みを考えておられるのか

もあわせてお伺いをいたします。 

 次に、その２つ目として、今ほども少しふ

れましたが、各会計決算概要についてであり

ます。それぞれ出納は閉鎖され、市政報告に

よりその概要が明らかにされ、御努力いただ

いた結果として、一般会計につきましては剰

余金が生じ、一定額を財政調整基金に積むこ
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ととなり、残りは留保財源として有効な手だ

てによる活用が求められるところであります。

そこで、各会計の中でも、水の関係、いわゆ

る上下水道及び工業用水道会計の関係につい

てお尋ねをいたしたいと思います。上下水道

及び工業用水道の状況については、表面上は

大過なく経過をしているようにも感じられま

すが、計画的に送配水管等の更新を行ってい

るにも関わらず、思うように有収率の向上に

つながらない状況や、近年高齢化の加速や人

口の流出によるなど、また、空知団地等にお

ける企業の進出についても関心を示されてい

るものの、なかなか現実は思うに任せず、さ

らには既存の市内事業所の閉鎖や専修短期大

学の学生募集の停止など、今後においては、

憂慮しなければならないといった事態に至る

のではないかと、危惧をするところでありま

す。よって、ここ数年の動向からして、今後

は、料金の改定をも含め、遠からず総合的に

判断をしなければならぬ時期が訪れるものと

思うところであり、ことに収益的収支の水上

からも上水道、工業用水道については、次善

の策を立てておくことが肝要ではないかと感

じますが、どのように考えておられるのか、

お聞かせをいただきたいと思います。現在、

本市も加入している桂沢水道企業団では、浄

水場の更新に向けて検討が進んでいるようで

ありますが、一方、本市は、美唄ダムや浄水

場も抱えており、さらには工業用水道事業そ

のもののあり方を含め、今後検討を進めなけ

ればならないこともあり、資産状況や、事業

展開についてもあわせてお知らせをいただき

たいと思います。 

 次に、市長初め各職員の奮闘により、一般

会計決算剰余金がうまれ、財調基金に積み立

て後の剰余金の使途についてでありますが、

市立美唄病院の経営健全化に資するために不

良債務解消前倒しを優先して、これまでも取

り組んできたところであり、その必要性につ

いては十分理解をするところでありますが、

一方では本来進めなければならない市民サー

ビス等の面について、今後滞るようなことに

はならないのかを含め、その適正な使途につ

いてお考えをお伺いをいたします。 

 次に、大綱２点目のサテライトキャンパス

事業についてでありますが、これにつきまし

ては、市長が就任以来非常に力を注がれてき

た結果実現に結びついたところであり、その

間のご努力に対しまして敬意を表するところ

であります。既に、本年５月中旬より開校さ

れているところであり、魅力を感じる講座も

予定されていますが、私は、現在のところま

だ受講してないところでもあり、よって、お

尋ねしますにも、いささか気が後れるところ

でありますけれども、改めてお伺いをするも

のでございます。そこで、ここに至るその経

過と現状において、この事業に取り組まれた

経緯と、講座数、その具体的な内容及び参加

者の状況等についてお伺いをいたします。そ

の２つ目として、こうした取り組みは、全道

的にも数少ないのではないかと思いますし、

よって、その動向や成果等について各方面か

ら注目されるのは、必至の状況ではないかと

思われるとこであります。よって、この事業

や講座等を今後どのように運用していくのか、

その方向性やあり方についての検討の中で３

点について、１つは、開講されている講座や

今後開講される講座を踏まえ、そのあり方を
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どう整理をしていくのか。２つには、地域及

び市民との協力は連携をどのように図ってい

くのか。３つに、現在予定されている３大学

をはじめ、あるいはその他にも協力関係を求

めていくのかについてお考えをお伺いいたし

ます。 

 大綱の３点目は、陸上自衛隊美唄駐屯地の

関係についてであります。美唄駐屯地が誕生

以来、本年が 35 周年、また、第２地対艦ミサ

イル連隊創隊 20周年の節目にあたり、去る６

月 10 日厳粛なうちにも盛大に記念式典が開

催され、あわせて駐屯地の一般開放により、

多くの家族連れや市民が訪れ盛況でありまし

た。こうしたこれまでの歴史に示されるよう

に、日々のたゆまぬ訓練を通して我が国の防

衛や国土の保全、国民の生命や財産の保持、

また、防災及び災害派遣など、さらには国際

的な紛争地域、あるいは内戦地域の平和維持

活動派遣など、本来の使命はもとい、本市に

あっては、ことに冬の期間のイベントにおけ

る雪像設置への協力や高齢者世帯などに対す

るボランティア除雪等、率先して取り組んで

いただくなど、さまざまな貢献をいただいて

いるところでもあり、現在はしっかり地域に

定着をし、地域から頼られる存在となってい

ることも明白な事実であります。記憶に新し

いところとして、昨年の東日本大震災の発生

に際して、いち早く駐屯地指令を先頭に駐屯

地の半数に及ぶ隊員が被災地に向かい、被災

者の援護や遺体の搬送等にあたり、その統率

のとれた行動と成果に現地の多くの方々に感

謝をされたと伺っているところであり、美唄

駐屯地隊員各位の御活躍を一市民として本当

に誇りと感ずるところであります。そこで、

美唄駐屯地で活躍されている隊員数及びその

家族数、また、そのうち市外に居住している

隊員数についてと、駐屯地が存在することに

よる本市への経済効果についてはどのような

状況であるかについて、お伺いをいたします。 

 その２つ目には、自衛隊及び駐屯地に対す

る協力についてでありますが、本市として自

衛官等の募集に対して日ごろどのような対応

をされているのでしょうか。ことに、現政権

政府は防衛大綱の見直しで、隊員の削減や駐

屯地の縮小、統合を目指すこととしているよ

うでありますが、最近における北朝鮮の人工

衛星と称したミサイル発射実験や、我が国保

有の領土である尖閣諸島周辺の経済排他水域

に海洋調査船と称しての侵入行動の即発、さ

らには南西諸島海域における領有権の主張に

よる中国等周辺諸国等の不穏な情勢等から、

その配備を西方及び南西方面の充実に力点を

置く意図のようでもあります。しかしながら、

最近のロシア情勢についても国内における政

情に不安要素も見え隠れしているところから

して、その状況を注視する必要があるといえ

ます。よって、こうした動向からして、隊員

の削減や駐屯地の縮小が現実のものになると

するならば、地域経済に及ぼす影響はもとい、

本市の財政にも多大なる影響を与えるは必至

であり、ひいては市民生活や地域の安全につ

いても保持されなくなる事態が想定すること

にもなりかねません。よって、駐屯地の存在

の意義を含め、市長はどのように認識してお

られるのかを伺います。 

 大綱４点目は、豪雪被害対策についてであ

ります。昭和 44 年以来といわれる豪雪により、

公共施設や農業用ビニールハウス及び民間の
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建物等に多大な被害が発生し、この程の調査

結果においてそれらを合わせますと、わかっ

ているだけで、被害金額が約３億円近くに上

るとのことであり、まだそれは全体の把握に

至ってないようでありますけれども、そうい

った意味でも、改めてその被害の甚大さに驚

きを禁じ得ないと共に、被害に遭われた方々

に対しましては心よりお見舞いを申し上げま

す。こうした中、被害に遭われた方々にあっ

ては、建物損害保険等に加入していることの

有無で、修理や改修について、その負担に大

きな差が生じていることもあるやに風聞をし

ているところでもあります。よって、本市の

公共施設についても多大な被害が発生してい

る旨の市政報告もされたところでありますが、

施設財産として行政財産、普通財産があるわ

けでありますが、全体の棟数や、それぞれの

保険の加入の状況はどのようになっているの

か、加入保険料は幾らであるのか、未加入の

施設があるとすれば、それらについても加入

した場合の保険料がどの程度と見込まれるか

お答えをいただきたいと思います。 

 ２つ目には、公共施設等の管理について、

指定管理者にその管理等を委託しているとこ

ろでありますが、ことに本年のような大雪は

想定外ということなのかも知れませんが、屋

根の雪下ろしや除排雪等について、通常、指

定管理者との間でどのような取り決めを交わ

しているかについてお伺いをいたします。 

 その３つ目は、この雪害によるがれき等の

処理について罹災証明書をもとに、最終処分

場で受け入れを行っているとのことでありま

すが、その量や搬入受け入れ状況についてと、

こうしたこと等により当初予定していた最終

処分場の使用期間が短命の方向となれば、そ

の後の対策が必要となるわけでありますが、

そのためにも、現在の処分場がこの先、どの

程度の期間利用可能かを詳細に確認した上で、

新たな処分場を造成することも視野に入れな

ければならないのではないかと思うところで

あります。費用等も含め、どのようにお考え

でしょうか。それらの点をお伺いをいたしま

して、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 土井議員の質問

にお答えいたします。 

 初めに、行財政問題について、市長就任以

降の、行政執行等についてでありますが、率

直な感想といたしまして、市長として、重責

を担わしていただいてから、７月４日で就任

１年目を迎えようとしております。この間 42

年ぶりに降雪量を更新し、近年にない豪雪と

なり、甚大な被害が出るなど、市政の重大課

題への対応で苦慮した事があったものの、市

民の皆さんをはじめ様々な方々と対話を重ね、

ご協力をいただきながら、全力で取り組んで

まいりました。また、平成 27 年度までを計画

期間とする、財政健全化計画を着実に進めて

いる中にあって、ふるさと美唄の再生に向け

て、未来の子供たちが自慢できるまちを目指

し、課題解決につながるよう、私なりに精い

っぱい取り組んできたところであります。 

 次に、市長公約の実現状況についてであり

ますが、第６期美唄市総合計画「びばい未来

交響プラン」に基づくまちづくりの推進を基

本に、市民の皆さん一人一人が元気に輝く元

気な人づくりと、産業の振興と雇用の創出さ

らには交流の拡大による元気なまちづくりを



-  - 81 

進めてまいりました。具体的なものとして、

元気な人づくりにつきましては、東福祉会館

で今年４月より実施しているひがしふくし広

場において、担当職員２名のほか、子育てサ

ポーターや地域の方のご協力のもと、子育て

サークルの皆さんを中心とした世代間交流が

図られております。利用されている方々から

は楽しいひとときの中、子育てに関する情報

の共有ができたこと、子どもたちが広いスペ

ースで生き生きと過ごすことができたことな

ど、感想をいただいており、この取り組みに

より、地域全体で子育てを支援していく仕組

みづくりが進められたところであります。ま

た、本年５月から、札幌国際大学・札幌大学・

札幌大谷大学等のご協力をいただき、美唄サ

テライトキャンパスを開講し、産業振興やま

ちづくりを担う人材の育成を図っております。

また、今月からは、市役所内に総合的な相談

窓口を開設し、市民サービスの向上に努める

ほか、４月から総務部内に危機管理対策室を

設置し防災体制の強化を図ると共に、さまざ

まな災害や事故に備えるため災害時に必要な

備蓄品、資機材等の整備を行い、防災に強い

まちづくりを進めているところであります。

元気なまちづくりについては、米粉やハスカ

ップなどの美唄産の農産物を活用した、新し

い商品開発のための取り組みを支援する農商

工連携推進助成事業を実施したところであり、

農業の振興に向けて、本年度から着手される

国営農地再編整備事業の推進とあわせて、国

営換地計画受託事業を実施することとしてお

ります。また、大規模地震が少なく、積雪寒

冷地であることなど、地域の特性や優位性を

ＰＲしながら、小電力とリスク分散を提案す

るデータセンター等の誘致活動に積極的に取

り組んできております。さらに生ごみの新た

な処理施設整備の基本計画の策定や、今後の

地域医療体制の構築に向けて、庁内推進会議

を設置し、地域医療ビジョンなどについて検

討を始め、本年度中に具体的な方向性を見出

してまいりたいと考えております。今後にお

きましても、市民の皆様方にお示しをした公

約の実現に向けて、積極的に事業を実施して

まいりたいと考えております。 

 次に、課題等を踏まえた今後の政策への取

り組みについてでありますが、私といたしま

しては、この１年を振り返ってみますと、で

きることはすぐに取りかかり、これから変え

ようとする時、ことに種を蒔き肥料を蒔いて

きた１年であったと考えております。これか

らの事業の成果は、時間がかかるものも多く、

また、現在、本市は、財政健全化に取り組ん

でいるところであり、大変厳しい財政状況に

あると認識しております。しかしながら、厳

しい状況にあっても、将来への希望が持てる

まちの活性化に取り組んでいくことが重要な

ことであります。そのためには、先例や慣例

にとらわれることなく、本市が抱えている多

くの課題を的確にスピード感を持って解決し

てまいりたいと考えております。また課題の

中には、本市だけでは解決できない問題も数

多くありますので、国や道との連携を図りな

がら、まちの活性化に向けて取り組んで参り

たいと考えております。私は、ふるさと美唄

の再生に向けて、市民の皆さんとともに食、

文化、芸術施設、自然環境など美唄市ならで

はの独自性、優位性を最大限に生かして、美

唄らしい新たな価値を創造し、人とまちの輝
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きがますよう全力で取り組んで参りたいと考

えております。 

 次に、各会計決算概要と財政調整基金等に

ついてでありますが、水道事業の平成 23 年度

決算概要につきましては、資金収支ベースに

おいて、資金剰余金が約 1 億 3,000 万円にな

ると見込まれるという事から、現時点では、

良好な経営状況にあると考えております。し

かしながら、大型施設の撤退や人口及び世帯

の減少など、料金収入の大幅な増収は見込め

ないことから、経営状況は厳しいものになる

と考えております。水道事業の資産状況につ

きましては、美唄ダム、美唄浄水場などが昭

和 50 年代に整備した施設であり、供用開始か

ら約 30 年経過しておりますが、耐用年数は、

ダム 80 年、浄水場建物などは 40 年から 60 年

とされており、現在、改築更新については考

えていないところであります。配水管につき

ましては、水道事業財政計画に基づき、順次

計画的に整備していくこととしております。

また、水道事業の方向性につきましては、桂

沢水道企業団では４月に事業統合へ向け、桂

沢浄水場更新事業推進室が組織されたところ

であり、市といたしましては、他市と違って、

美唄水系もあることから、美唄ダムを含めた

事業統合の検討をお願いしているところであ

ります。今後は、構成市からなる広域化検討

会の中で議論していくこととしております。

いずれにいたしましても、今後料金改定が必

要と認識しておりますが、料金改定には、市

民負担が伴うことから、更なる事務事業の見

直しや、経費節減に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、工業用水道事業の平成 23年度決算概

要につきましては、政策的事業の位置づけか

ら、収支不足分を一般会計からの繰り入れで

補填をしており、資金的に収支均衡が図られ

ている状況でございます。しかしながら、工

業用水道を利用している企業が 13 事業所と

少なく、料金収入を確保するには、空知団地

への企業誘致が必要と考えております。また

工業用水道の方向性については、工業用水道

から水道への切りかえや、料金の違いなど、

諸問題がある事から、今後企業の意向も踏ま

え、関係部局と協議してまいりたいと考えて

おります。下水道事業につきましては、現在

の下水道料金が平成 20 年に 15％の料金改定

を行い、その後、下水道事業の健全経営に努

めているほか、一般会計からの繰り入れによ

り平成 23 年度の決算では収支均衡を図った

ところであります。また、下水道会計の中で

維持管理費など市民負担を求める経費と、使

用料収入の均衡がとれていることから、当面、

下水道料金の改定については、考えていない

ところであります。 

 次に、一般会計の決算剰余金の約 1億 5,000

万円の使途についてでありますが、地方財政

法の規定に基づき、２分の１を下らない金額

を財政調整基金に積み立てる予定でおります。

また、残りの２分の１相当額の使途について

は、財政健全化計画推進市民委員会の提言を

踏まえ、財政健全化計画の早期達成を目的に、

市立病院の不良債務解消のために計画に基づ

いて行う繰出金の前倒しを優先したいと考え

ておりますが、社会情勢や平成 24年度予算の

執行状況を見きわめながら、剰余金の使途に

ついて慎重に判断してまいりたいと考えてお

ります。 
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 次に、サテライトキャンパスについて、経

過と現状についてでありますが、サテライト

キャンパス事業に取り組んだ経緯としては、

美唄市は少子高齢化が進展すると共に、地域

経済が停滞するなど、厳しい環境にある中で、

専修大学北海道短期大学が平成 23 年度から

学生の募集を停止したことなどにより、地元

で高等教育を受ける機会が減少しつつありま

す。「まちづくりは人づくり」と言われるよう

に、自立的にまちづくりを進めていくために

は、多様な人材の育成が最も肝要であると考

えております。私といたしましては、活力あ

るまちづくりを進めるためには、美唄市の地

域資源、具体的には「おぼろづき」などの食、

アルテピアッツァ美唄などの文化芸術施設、

宮島沼などの豊かな自然環境などを最大限に

活用して多様な人材の育成に向けた、総合的

かつ複合的な展開を図っていくことが何より

も重要と認識しているところであります。こ

のため、専門教育や高等教育を受ける機会を

地元で用意することが将来を展望したときに

不可欠と考え、札幌国際大学、札幌大学、札

幌大谷大学等の協力をいただきながら、この

事業に取り組むことといたしました。 

 次に、現在の講座数とその内容及び参加者

の状況等についてでありますが、今年の講座

のカリキュラムは、観光のまちづくりや地場

産品の販路拡大などを内容とする「産業系人

材養成講座」、市民との連携協働や安全安心な

まちづくりなどを内容とする「まちづくりを

担う人材養成講座」及び韓国語や中国語、美

唄の歴史などを内容とする「市民教養講座」

の３本を柱とし、それぞれに５つの講座を設

けて、計 15 の講座を開催することとしており

ます。市民及び周辺市町に対する周知につき

ましては、広報紙による折り込みチラシの配

布や特集記事の掲載、ポスター、パンフレッ

トを 100 カ所以上に掲示・配置するほか、報

道機関に記事の掲載を依頼したり、ホームペ

ージの活用など全力でＰＲに努めてきたとこ

ろであります。これまでの受講希望者の状況

についてでありますが、講座の内容により受

講者の多寡はあるものの、６月 14 日現在、美

唄市以外の方も含めて述べ 174 人の方から申

し込みがあったところであります。このうち

市民からの申し込みは 159 人、岩見沢市から

の申し込みは延べ６人、その他の市町は延べ

９人となっており、市民の方々には一定程度、

認知をいただいてるものと認識しております。

講座の中には、７月からスタートするものや、

９月、10 月からスタートするものもあります

ことから、今後一人でも多くの方々に受講し

ていただけるよう、広報紙や市のホームペー

ジなど、フルに活用する他、自治組織代表者

会議やまちづくり懇談会等の各種会議を通じ

まして、より一層ＰＲに努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、今後の方向性やあり方についてであ

りますが、現在開催している講座ごとに講義

を受けた感想や、今後受けてみたい講義など、

受講者に対してアンケート調査を実施すると

共に、講座を開催した翌週早々には、これら

をもとに講座の運営に関する検証を行ってお

り、今後講義をしていただいた講師からも、

講座運営に関する課題等について聴取するな

ど、定期的に大学を交えた検討会も開催する

こととしているところであります。なお、既

に終了した「観光のまちづくりの展開」春季



-  - 84 

の受講者の約 30パーセントが「大変参考にな

った」、約 53 パーセントが「参考になった」

と回答をいただいており、参加された方々に

高い評価をいただいているところであります。

今後においては、効果的かつ効率的な講座の

運営、運用や、より魅力ある講座設定を行う

ため実施効果の検証及び効果測定の結果を踏

まえ、各大学の協力を得ながら、翌年度以降

の講座のカリキュラム等について検討して参

ります。 

 次に、地域及び市民との協力や連携につい

てでありますが、地域と大学の連携による共

同事業につきましては、現在高校生と大学生

による写真のカルタづくりや美唄市歴史文化

共同調査、観光商品化に向けた政策演習等の

実施に向けて調整を行っており、これらの共

同事業の実施を通じまして、大学のフィール

ドリサーチの拠点としての役割に合わせて地

域住民が気軽に集い、触れ合いや交流する場

となるよう努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、３大学以外との協力関係についてで

ありますが、今年度実施する講座を担当され

る講師の多くは連携協定を結んでいる３大学

からの派遣によるものでありますが、中には

３大学からの紹介により、酪農学園大学や、

北海道経済産業局からの協力をいただいてい

る講座もあります。現在、開催している講座

ごとにアンケート調査を実施しているところ

であり、受講者のニーズなどを踏まえ、３大

学等と協議をしながら、検討してまいりたい

と考えております。 

 次に、陸上自衛隊美唄駐屯地について、本

市における駐屯地の現状等についてでありま

すが、美唄駐屯地の隊員数につきましては、

今年６月１日現在で 374 人、うち市内居住者

は 281 人、市外居住者は 93 人と伺っておりま

す。また、市内に居住する隊員の家族につき

ましては 360 人と伺っており、市内に居住す

る隊員とその家族の合計は 641 人となってお

ります。 

 次に、駐屯地の存在による平成 23年度の経

済的効果等につきましては、いずれも概算で

市内に居住している隊員とその家族にかかわ

るものといたしましては、地方交付税が 6,400

万円、市民税 3,400 万円、駐屯地にかかわる

ものといたしましては、国からの交付金が 510

万円、防衛施設周辺整備事業関係が 8,900 万

円となっているところであります。これに隊

員に支給される給与総額分を合わせて合計で

約 16 億円と試算しているところですが、試算

をしていない駐屯地による物品等の市内調達

など含めますと、効果はさらに大きなものに

なると考えております。 

 次に、自衛隊及び駐屯地に対する協力につ

いてでありますが、自衛官の募集事務につき

ましては、地方自治法及び自衛隊法の規定に

基づく法定受託事務として、市町村長は自衛

官募集に関する広報宣伝を行うものと定めて

おります。市としましては、これまで岩見沢

地域事務所及び札幌地域援護センター美唄分

室と連携しながら、広報紙メロディーの自衛

官募集記事の掲載、庁舎内における募集ポス

ターの掲示、入隊志願票や自衛官募集パンフ

レットの設置など、募集事務の普及啓発に努

めてきたところであります。また、本市と月

形町、自衛隊各関係機関団体との共催により、

本市及び月形町出身の入隊予定者を激励する
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自衛隊入隊予定者激励会を毎年実施している

ほか、募集事務の実効性を確保していくため

に、自衛隊地方連絡部長との連名で３名の方

に自衛官募集相談員を委嘱させていただき、

入隊希望への募集情報の提供や、入隊予定者

に対する支援などをお願いしているところで

あります。平成 24 年度は、美唄市出身の８名

の方が自衛官として入隊されたと伺っており

ます。私といたしましては、自衛隊の隊員の

皆様には、災害対応や各種イベントへの参画

など、これまで美唄のまちづくりに様々な貢

献をいただいてきたところであり、美唄駐屯

地は、地域になくてはならない存在と認識し

てますことから、今後とも各関係機関団体と

連携を図りながら、自衛官募集事務の推進に

努めてまいりたいと考えております。 

 次に、豪雪被害対策等について、公共施設

の保険加入の状況等についてでありますが、

市が管理している建物で、行政財産は 446 棟、

普通財産は 120 棟であり、このうち全国市有

物件災害共済会の建物総合損害共済に加入し

ている行政財産は、市役所庁舎、消防庁舎な

ど 358 棟、普通財産は、旧美唄ダム事務所、

教員住宅などで 51 棟となっております。これ

ら施設に変わる共済基金分担金は行政財産で

365万円、普通財産で 20万 6,000 円となって

おります。行政財産で加入していない施設は、

自転車置き場、物置、バスの待合所など 88 棟

となっております。また、普通財産につきま

しては、基本的には普通共済に加入しないこ

ととしておりますが、教職員住宅などは使用

目的や利用状況から判断し、加入していると

ころであります。行政財産の未加入施設を共

済に加入する場合については、構造、規模、

築年数などにより評価され、経済基金分担金

が決まりますが、概算で 10 万 4 千円と見込ん

でおります。 

 次に、指定管理者における施設管理等につ

いてでありますが、指定管理者施設における

除雪につきましては、協定書の中に業務とし

て位置づけをし、協定書に基づき指定管理者

が行っておりますが、各施設とも屋根の雪下

ろしや排雪など、具体的な除雪内容は決めて

いないところであります。なお、冬期間閉鎖

している施設については、協定書の中に除雪

業務は入っていないことから、今後、冬期間

の施設管理について検討したいと考えており

ます。 

 次に、雪害によるがれき処理と最終処分場

の現況及び今後の対策等についてであります

が、雪害により倒壊した家屋のごみの受け入

れついての相談が 25 件あり、現在、そのうち

11 件約 90 トンのごみを受け入れをしたとこ

ろであります。受け入れごみの状況について

は、倒壊した建物の廃材としており、リサイ

クルできるものは選別し再資源化をお願いし

コンクリートなどの処理困難物や、産業廃棄

物については受け入れを行っておりません。

選別の際、判断に難しいごみもあることから、

解体、搬入するときには、選別や搬入方法に

ついて説明をし対応しております。今後、さ

らに 14 件の倒壊家屋のごみが搬入される見

込みで、現在の処分場の経過期間は、平成 33

年度となっておりますが、埋め立て量が増加

する事から、埋め立ての計画期間が短縮にな

ると予想されます。なお、今年度処分場の残

余容量調査を行うこととしておりますので、

その結果を踏まえ判断したいと考えておりま
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す。また、新たな最終処分場の整備には４年

程度かかり、埋め立て容量を約 3 万 2,000 立

方メートルとした場合、概算費用については、

約 8 億 4,000 万円と見込んでいるところであ

ります。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 13 番、土井敏興議員。 

●13番土井敏興君 それぞれお答えをいただ

いたところでありますけれども、３点ほどに

つきまして、重ねてお尋ねをさせていただき

たいと思います。 

 １点目は、サテライトキャンパスについて

でありますけれども、ご答弁の中からしまし

て、受講者は市内にとどまらず、相当数、市

外からの希望もあることからしてですね、そ

の関心の度合いの高さがうかがい知れる感じ

がいたしますし、受講後の評価も良いとのこ

とでありますが、まだ緒に就いたわけであり

ますから、真価が問われるのはこれからのこ

ととなるわけだというふうに思うわけであり

ます。地方にあって、こうした講座の受講機

会というものは非常に少ないわけでありまし

て、そういう意味でこの事業は、市民にとっ

ては、いながらにしてですね、大学の先生で、

活躍される講師の先生からの情報を直接伺う

ことができることであり、本市においても活

力のあるまちづくりに向けて、多様な人材育

成の基軸になる可能性も秘められているので

はないかと思うところでもあります。そのた

めにも、やはり、これ話題性に終わらせるこ

となく、しっかりと、継続を図ることが大事

であり、様々な人材の育成を通して、ひいて

は新たな観光企画等の開発や地域資源の掘り

起こしによる新商品の開発、あるいは語学講

座による外国との交流や新たな企業等の実践

的な分野を切り開くところにつながれば、大

きな展望が期待されることとなると思うとこ

ろであります。よって、今後の方向性やあり

方が極めて重要でありますし、この事業の拠

点とすべく、旧東栄小学校の整備活用を考え

ているところと思いますが、このサテライト

キャンパス事業に限ることなく、更なる幅広

い活用も必要というふうに考えますが、その

点につきましてお伺いをいたしたいと思いま

す。 

 また、継続していくためには、本年度の講

座を踏まえ、より充実したカリキュラムの設

定が望まれますし、次年度においても新しい

受講生もいることでありましょうから、そう

した対応を含めどのような場で具体的に内容

決定を図っていくおつもりか、その辺につい

てもお伺いをいたしたいと思います。また、

その成果として、受講された方々が学んだこ

とを実践に結びつけていくためにも、総括な

どを通して充実させていくべきと思いますし、

昨日の新聞報道にもございましたが、文部科

学省では、自治体や企業と協力をし、観光や

食文化の情報発信などによる地域活性化の貢

献につながる活動を展開する私立大学に対し

て、助成を拡充する旨の発表がなされ、まさ

にこの事業は、その点についてマッチするも

のであることからして、各大学のより深い協

力を得ていく必要があると思いますが、いか

がでしょう。その辺についてもお伺いをいた

したいと思います。蛇足になりますけれども、

私もおくればせながら、この 23 日を皮切りに、

できる限り受講機会を持たせていただきたい

と思っているところでございます。 

 次に、自衛隊美唄駐屯地についてでありま
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すが、聞くところによりますと、自衛隊員の

年齢構成についてもやや高齢化が進んでいる

ことのようではありますし、また、先程もお

尋ねをいたしましたけれども、ことに、そう

いう中間層の年代が多いということで、やは

り、即応性という部分の中で機動性に危惧を

されるという中で、この 24 年度から若年層の

採用に向けて積極的に自衛官の募集にあたる

というようなことでもありますし、また、あ

わせて先ほどお答えもいただいた中において、

本市にとりましても、約 16 億円に上る経済的

な効果がもたらされている、そういうことか

らして、やはり、この自衛官の募集について

は積極的に取り組んでいただきたいと思って

おりますが、ただその中にあって、聞くとこ

ろによりますと、この自衛隊の隊員の皆さん

方に独身者も相当いるというふうにも実は伺

っているところであります。本市といたしま

しても、定住促進のため各施策の展開をして

いることを初めとして、南美唄地区には、認

定こども園整備を予定をするなど、また東地

区においては、子育て支援事業の展開など、

住んでいただきやすい環境を整えつつあるこ

とから、いろいろな角度から連携を図って、

よきパートナーとの出会いの場となるような

パーティーなどの企画を考えてみるのも、駐

屯地を持つ自治体として必要があるのではな

いかというふうに私は思うわけであります。

ちなみに、同じ自衛隊区の月形町では、どの

ような形での取り組みかについては、よく承

知をしておりませんけれども、既に独身隊員

のためのお見合いパーティーを実施をして、

まだ結婚というところまでは結びついていな

いようでありますけれども、何組かのカップ

ルが誕生したというふうに伺ってございます。

自衛官募集に関する協力や駐屯地の存在に対

する認識について、先ほど市長の強い意思は

伝わってまいりましたが、引き続き美唄駐屯

地の存続や自衛官の確保に向けて、募集事務

をより強力に推進していくためにも、私はぜ

ひとも市役所の庁舎の前の壁に自衛官募集に

かかわる懸垂幕を早急にかかげるべきと思い

ますが、市長のご見解を改めてお伺いをいた

したいというふうに思います。 

 ３点目につきましては、豪雪対策関連であ

りますけれども、まず保険加入についてであ

りますが、今回は特別な状況いうこともある

わけでありますけれども、しかし、雪に限ら

ず、さまざまな災害もあることからして、そ

の他の施設についても先ほどのご答弁では、

加入した場合の保険料についてもそう高額で

はないというふうに思われるところからしま

して、改めてその辺の内容を十分精査をいた

だいて、検討していただくべきではないかと

いうふうに思いますけれども、その点につい

ていかがでしょうか。 

 次に指定管理による施設等についての除雪

等の取り決めについてでありますけれども、

その内容について具体的な取り組みについて

は、ないというようなご答弁でありましたけ

れども、やはり双方の責任の範囲というのを

明確にしていくためには、やはり広範な災害

等に関しても、この点についてはしっかりと

決めておく必要があるのではないかと思いま

すけれども、お考えをお伺いいたしたいと思

います。 

 最後に、最終処分場に関しまして、新たな

処分場についてのご見解をいただきましたが、
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私はまずは、現在の処分場の延命化をより真

剣に考えていくべきではないかというふうに

思うところであります。27年度から稼働を予

定されている広域による可燃ごみの焼却や生

ごみの堆肥化など、これらを進める上で、可

燃ごみに占める雑紙等の古紙類の資源化をよ

り進め、最終処分場や焼却施設への持ち込み

量をより減らすことも延命化や費用低減の上

からも肝要であるというふうに考えるところ

であります。これまでは取り組んで来られて

いないようでしたけれども、こうした資源化

をより進めるためにも、集団等に対する何ら

かの支援措置も視野に入れ考えていくことも

今後必要になるのではないかと思うところで

あります。また、最終処分場に埋め立てられ

たごみの減容を図る手法についても数々の方

法等があるようでありますし、また、隣接す

る民間処分場の協力を含めて、費用対効果を

基に幅広くさまざまな検討を遅滞なく進める

べきというふうに考えますけれども、市長の

ご見解をお伺いをいたします。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 土井議員の質問にお答え

いたします。 

 初めに、旧東栄小学校の活用に関する考え

方と活用方法につきましては、庁内の関係課

職員で構成するコミュニティー施設審議委員

会において、サテライトキャンパスのほか、

地域の集会施設、総合的文化交流施設、地域

体育館、地区別の避難所など、複合的な施設

としての意見が出され、現在検討していると

ころであり、合わせて、地域の皆さんとの意

見交換も行いながら、活用方法を決定してい

くこととしております。 

 次に、カリキュラムの決定方法についてで

ありますが、来年度のカリキュラムを検討し、

決定するにあたっては、受講者のニーズなど

を十分に踏まえることが重要であることから、

講座の受講者を対象に、講義を受けた感想や、

今後受けてみたい講義などのアンケート調査

を実施しているところであります。そのアン

ケート調査結果により、受講者のニーズなど

を把握して、３大学との調整協議を行い、運

営協議会において決定してまいりたいと考え

ております。なお、カリキュラムを具体的に

検討するに当たっては、より多くの方に、継

続的に受講していていただくために、受講者

のニーズの内容を踏まえながら、講座内容の

初級編と応用編を組み合わせることも必要で

あると考えているところであります。 

 次に、３大学からの協力についてでありま

すが、本年度は新たな地域づくりを進める意

欲ある実践的人材の育成を主眼として、地域

資源を活用した新たな製品づくりや、まちな

かのにぎわい創出等の講座を開催することと

しております。私は受講された方々が学んだ

ことを自主的に実践に結びつけていくことが

基本であると思いますが、具体的な成果を得

るためには、適宜、３大学からの協力を得る

ことが必要と考えております。このことから、

すべての講座終了後、サテライトキャンパス

の成果を総括する場を設けるほか、実践に結

びつけていくことができるカリキュラムとな

るよう、３大学等と調整、検討を進めてまい

りたいと考えております。 

 次に、お見合いパーティーの開催について

でありますが、月形町のお見合いパーティー

は、昨年 12 月に美唄駐屯地と自衛隊父兄会月
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形支部の共催により、隊員 15 名、月形町の女

性 15 名が参加をされ、開催されたと伺ってお

ります。駐屯地の隊員の皆様には、退官後も

多くの方々に美唄のまちに定住をしていただ

き、まちづくりに大きな貢献をいただいてお

りますことから、独身の隊員の方々が美唄の

まちで結婚し、家庭を築いていただくことは、

移住定住の促進をまちづくりに掲げる本市と

いたしましては有効と考えますものの、お見

合いパーティーの企画・開催につきましては、

隊員の実情をよく把握されている美唄駐屯地

と各自衛隊関係団体との間で進められるのが

望ましいものと考えられますことから、市の

役割も含め、その在り方について今後検討し

てまいりたいと考えております。また、ご提

案いただいた庁舎前の懸垂幕の設置につきま

しては、先程申し上げましたとおり、駐屯地

があることによる地域効果、経済効果は大変

大きく、自衛隊の隊員の皆様そして美唄駐屯

地は地域になくてはならない存在と認識をし

ておりますことから、その設置に向けては、

各関係機関・団体と協議するなど、今後前向

きに検討してまいりたいと考えております。 

 次に、公共施設の保険加入の状況等につい

てでありますが、行政財産の中で自転車置き

場、物置など規模や構造から火災などの事故

が起きにくい施設については、従来から共済

に加入していないところでありますが、今回

の豪雪では多くの施設で被害が出ていること

から、これまで加入していない施設について

も加入について検討したいと考えております。 

 次に、指定管理の施設の管理についてであ

りますが、災害による施設の被害を防ぐため、

市と指定管理者の役割を明確にして、災害に

対し早期に対応できるよう、施設管理のあり

方について検討してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、処分場の延命化についてであります

が、処分場への埋め立て量を減少させる方策

として、小型家電や古着類の無料拠点回収を

初め、古紙回収業者の問い合わせ先や回収品

目を紹介し、古紙類の資源化への取り組みを

行っております。さらに町内会では、集団回

収を希望される場合には、出向いて古紙回収

業者との仲介を行い、円滑に集団回収に努め

るよう支援を行っているところであります。

町内会の集団資源回収の取り組みに対する助

成については、既に民間回収事業者による古

紙の戸別回収が進んでいることから難しいと

考えており、今後も市民の皆さんのご協力を

いただきながら、ごみの減量化、資源化を推

進してまいりたいと考えております。また、

新たな方策として、埋め立て物を掘り起こし、

溶融炉で焼却処理する方法や、埋め立て地を

掘削・破砕し、圧縮することで減容化を図る

方法などがありますことから、処分場に適し

た工法やそれらにかかわる費用対効果なども

含め、調査研究してまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

●議長内馬場克康君 以上で一般質問を終わ

ります。 

 

●議長内馬場克康君 これをもって本日の日

程は、全部終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 

午後１時０８分 散会 
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